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第１章 計画策定にあたって 
 
１ 策定の目的 

  本市では、平成 24 年（2012 年）６月に「刈谷市都市交通戦略」、平成 29 年（2017 年）３

月に「刈谷市立地適正化計画」を策定し、地域交通の再編とコンパクトなまちづくりとの連

携による「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク（機能集約型都市構造）」の実現に向け

た取組を推進してきました。 

  一方、高齢化の進行や公共交通の担い手不足など公共交通を取り巻く環境が大きく変化し

ていることから、将来的な公共交通サービスの維持・確保に向けた対策が求められています。 

  本市では、既存の交通サービスである鉄道やバス、タクシーなどを最大限に活用し、市民・

来訪者の移動ニーズに応じた多様な輸送手段を検討した上で、持続可能な公共交通サービス

の確保に向けた取組を推進するために「刈谷市地域公共交通計画」（以下「本計画」という。）

を策定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：地域公共交通計画等の作成と運用の手引き 第２版（令和３年（2021 年）３月）国土交通省 

２ 計画の位置づけ 

  本計画は、第８次刈谷市総合計画、第４次刈谷市都市計画マスタープラン及び刈谷市立地

適正化計画を上位計画、刈谷市都市交通戦略を同等計画と位置づけ、関連計画と連携・整合

を図りながら、策定するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刈谷市都市交通戦略 

関係法令 

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法
律 

  
・道路運送法 

第８次刈谷市総合計画 

第４次都市計画マスタープラン 

刈谷市立地適正化計画 

刈谷市地域公共交通計画 

関連計画 

・刈谷市バリアフリー基本構想 

・第４次刈谷市地域福祉計画 

・刈谷市障害者計画 

・第８期刈谷市介護保険事業計画・ 

 刈谷市高齢者福祉計画 

・刈谷市環境都市アクションプラン(策定中) 

・刈谷市自転車活用推進計画 

・第２次衣浦定住自立圏共生ビジョン 
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３ 計画の区域 

  本計画は、刈谷市全域を対象とします。な

お、市民の生活における移動を考慮し、周辺

市町との広域連携も含めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４ 計画の期間 

  本計画は令和６年（2024 年）を基準年次とし、目標年次を令和 15 年（2033 年）とします。 

  なお、計画策定後は、毎年、施策の実施状況についての調査を行い、５年後には目標の見

直しを行うこととし、必要に応じて、中間改定を行うものとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｒ3 

2021 

R4 

2022 

R5 

2023 

R6 

2024 

R7 

2025 

R8 

2026 

R9 

2027 

R10 

2028 

R11 

2029 

R12 

2030 

R13 

2031 

R14 

2032 

R15 

2033 

第 7 次刈谷市総合計画 

（H23.3） 
             

第 8 次刈谷市総合計画 

（R5.3） 
             

第 3 次刈谷市都市計画 

マスタープラン（H23.3） 
             

第 4 次刈谷市都市計画 

マスタープラン(R5.3) 
             

刈谷市立地適正化計画 

（H29.3） 
             

刈谷市都市交通総合戦略 

（H24.6） 
             

刈谷市地域公共交通計画              
 

【計画期間】令和６年（2024 年） ― 令和 15 年（2033 年）の 10 年間 

 

2018～2040 

2023～2032 

2023～2032 

2012～2030 

 

2024～2033 
 

 

2011～2022 
 

2011～2022 
 

（基本構想 2042 年） 
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第２章 公共交通を取り巻く社会情勢 
 
１ 公共交通を取り巻く社会情勢の変化 

（１）交通政策基本法に基づく政策展開 

国は、人口減少や超高齢化社会への対応、DX の推進、国土強靭化、2050 年カーボンニュ

ートラルの実現等の課題に対して、「第２次交通政策基本計画」では「誰もが、より快適で

容易に移動できる、生活に不可欠な交通の維持・確保」に向けて以下の目標を掲げていま

す。 

   目標①：地域で自らデザインする、持続可能で、多様かつ質の高いモビリティの実現 

   目標②：まちづくりと連携した地域構造のコンパクト・プラス・ネットワーク化の推進 

   目標③：交通インフラ等のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の推進 

   目標④：観光やビジネスの交流拡大に向けた環境整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■第２次交通政策基本計画の概要 

資料：国土交通省 
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（２）持続可能な地域旅客運送サービスの提供の確保に資する取組みの推進 

多くの地域で高齢者の運転免許の返納も増える中で、移動手段の受け皿の確保が重要と

なっているにもかかわらず、人口減少の本格化や運転者不足の深刻化、乗合バス事業の経

営悪化等に直面しており、これまで通りの公共交通サービスの提供が難しい状況にあるこ

とから、令和２年（2020 年）11 月に地域公共交通活性化再生法等が一部改正され、既存の

公共交通サービスの改善、自家用有償旅客運送やスクールバス、福祉輸送などの地域の輸

送資源を最大限活用する取組みの推進が求められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和２年 11 月地域公共交通活性化再生法等の一部改正の概要 
資料：国土交通省 

＜今後に向けた基本的考え方＞ 

① 地域ごとに、バス・タクシーの労働力確保とサービス維持を図りながら、サービス

が不足する地域では、その他の移動手段を総動員して移動ニーズに対応する。 

② その際、MaaS、AI による配車、自動運転などの最新技術を活用して、高齢者や外国

人旅行者を含む幅広い利用者に使いやすいサービスの提供を促進する。 

③ ①と②について、地方公共団体が中心となって、取り組める制度を充実・強化して  

いく。 
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（３）アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」 

急速に進展するデジタル技術等の実装を進めつつ、①官と民で、②交通事業者相互間で、

③他分野とも、「共創」を推進し、地域交通を持続可能な形で「リ・デザイン」するための

具体的方策を探るため、国土交通省では令和４年３月末に「アフターコロナに向けた地域

交通の「リ・デザイン」有識者検討会」を立ち上げ、同年８月に提言が取りまとめられま

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」 

 

＜基本的考え方＞ 

〇「共創」により地域交通の確保に取り組む場合には、現行の補助制度と比べてより持

続可能で実効性のある支援措置を講ずるべき。 

＜具体的な検討の方向性＞ 

(1) 官と民の共創：エリア全体での地域旅客運送サービスの長期安定化 

・具体策：意欲的な地域に対するエリア一括で複数年化された支援制度の創設 

(2) 交通事業者間の共創：各社やモードの垣根を越えた地域旅客運送サービスの展開 

 ・具体策：「共創」を進めるための環境整備等の推進 

(3) 他分野を含めた共創：くらしのニーズに基づく地域旅客運送サービスの創出 

 ・具体策：くらしのための交通のプロジェクトや人材育成に対する支援の強化 

＜まとめ＞ 

〇地域交通を今のまま単純に延命するだけでは、全国各地で明るい未来を展望するこ

とは困難であり、本検討会における議論に加え、我が国として推進している技術や投

資も取り込んで地域交通をより良くしていくという視点が重要。 

〇具体的には、自動運転や MaaS などデジタル技術を実装する「交通 DX」、車両の電動

化や再エネ地産地消などの「交通 GX」、①官民の間、②交通事業者の相互間、③他分

野との「３つの共創」により、利便性・持続可能性・生産性が向上する形に地域交通

を「リ・デザイン」し、地域のモビリティを確保するというコンセプトの下でさらに

議論を進化させていくことが求められる。 

資料：国土交通省 
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（４）地域公共交通再構築事業の創設 

利用者の大幅減等により、現状のままでは地域交通ネットワークの維持が難しい状況に

なっている地域において、地域戦略と連動した持続可能性・利便性・効率性の高い地域交

通ネットワークへの再構築を図るため、新たに社会資本整備総合交付金に基幹事業として

「地域公共交通再構築事業」（基幹事業の追加は社会資本整備総合交付金創設以来初）が創

設されました。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■「地域公共交通再構築事業」の概要 

資料：国土交通省 

 
 
 
 
 
 
 
 

【地域公共交通再構築事業の主旨】 

●地域づくりの一環として、地域公共交通ネットワークの再構築に必要なインフラ整備に

取り組む地方公共団体への支援を可能とするため、地方公共団体が、地域公共交通計画

及び立地適正化計画その他のまちづくり・観光計画において、中長期的に必要なネット

ワーク（鉄道・バス路線）を位置づけた場合に、ネットワーク形成に必要な施設整備等

に関する地域の取組を支援 
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（５）MaaS 等新たなモビリティサービスの推進 

MaaS※は ICT や AI などの技術革新やスマートフォンの急速な普及を背景に、公共交通分

野におけるサービスを大きく変える可能性があり、交通結節点の整備等のフィジカル空間

の取組とも連携することで、既存の公共交通の利便性向上、地域や観光地における移動手

段の確保・充実が期待できる他、自らの運転だけに頼ることなく、移動しやすい環境の整

備が期待できます。 

令和４年（2022 年）現在、国土交通省や経済産業省が中心となり、MaaS などを活用した

新たなモビリティサービスの社会実装に向けて、様々な取組が推進されています。 

今後は、MaaS による面的な移動サービスの利便性向上、高度化を推進するとともに、交

通情報のデータ化等の MaaS の基盤づくりを行い、早期の全国普及をめざすとされていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■MaaS の概要 

【MaaS とは】 
●地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通

やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサー
ビスです。 

●観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向
上や地域課題解決にも資する重要な手段となるものです。 

資料：国土交通省 
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（６）SDGs の考え方を踏まえた持続可能な都市づくり 

平成 27 年（2015 年）に開催された「国連持続可能な開発サミット」において、誰一人取

り残さない社会の実現を目指し、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030

アジェンダ」が採択され、17 の目標と 169 のターゲットからなる「持続可能な開発目標

（SDGs）」が掲げられました。この SDGs は、発展途上国のみならず、先進国も含め全ての

国に適用される普遍的な目標であり、我が国においても、この目標達成に向けた取組の方

針が示されています。 

また、SDGs の 17 の目標は、経済・社会・環境をめぐる幅広い課題に対応するものであ

り、本計画とはスケールこそ異なるものの、公共交通の分野においてもこの考えを踏まえ

た取組を進めていくことが必要とされています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目 標 公共交通との関わり 
 〇公共交通は、高齢者や障害者、子ども等の交通弱者にとって重要な移動手

段となっており、本市においても病院や福祉施設等への移動手段に活用さ
れていることから、健康・福祉の視点においても、公共交通の充実（利便
性・快適性の向上）を図り、移動しやすい公共交通体系を構築する必要が
あります。 

 〇ターゲット 11.2 として、「2030 年までに、脆弱な立場にある人々、女性、
子ども、障害者、及び高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大
などを通じた交通の安全性改善により、すべての人々に、安全かつ安価で
容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する」こ
とが求められています。 

 〇国土交通省の統計等より、自動車での移動はバスの約 2.5 倍の CO2（二酸
化炭素）を排出するため、地球温暖化対策の視点においても、過度な自動
車依存からの脱却を図り、CO2（二酸化炭素）排出量の削減に取り組む必要
があります。 

 〇市民の身近な移動手段である公共交通を今後も維持・存続するためには、
交通事業者だけの努力では限界があることから、市民、行政、交通事業者
が互いに連携・協力し、「自分ごと」として捉えながら、積極的に利活用
することが求められています。 

■SDGs の 17 の目標と公共交通との関わり 
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（７）公共交通を始めとする移動の利便性が確保される「モビリティ推進県」 

令和２年（2022 年）２月に、中長期的視点として 2040 年の社会経済を展望しつつ、交通

を取り巻く状況の変化に柔軟かつ適切に対応していくため、リニア中央新幹線（東京－名

古屋間）の開業を控える 2026 年度までの５年間に取り組む施策の方向性を占める「あいち

交通ビジョン」が策定されました。 

「あいち交通ビジョン」は県の総合的な計画である「あいちビジョン 2030」の個別計画

として、交通分野で取り組む施策の方向性を示し、国・県・市町村・交通事業者・県民など

の連携した取組を促進するものです。また、「地域公共交通計画」を始めとする地域におけ

る公共交通計画のよりどころとなるものです。 

  【目指すべき姿】 

 
 
 
 
 
 
  【施策の方向性】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：あいち交通ビジョン 
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１ まもる  

【持続可能な移動手段の確保・充実】【安全な交通サービスの提供】 

【誰もが安心して快適に移動できる環境の創出】 

２ たかめる  

【スーパー・メガリージョンのセンターを担う大都市圏づくり】 

３ ひきつける  

【観光交流を促進する交通ネットワークの構築】  

【ジブリパークを活かした県内周遊観光の促進】 

４ つなぐ  

【まちづくりと連携したコンパクト・プラス・ネットワークの構築】 

５ へらす  

【環境と調和した自動車利用】【航空・港湾分野における脱炭素化の推進】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  【クロスセクター効果】 

   地域における移動手段の維持・確保は、交通分野の課題解決にとどまらず、まちづくり、

観光振興、更には健康、福祉、教育、環境などの様々な分野で大きな効果をもたらします。 

   例えば、地域公共交通の収支が赤字であっても、公共交通の利便性が高まり、高齢者の

外出機会が増えることによって、高齢者の健康増進や就労機会が増加し、そのために医療

費や社会保障費が削減され、むしろ社会全体としての費用負担が下がる可能性などもあり

ます。こうした効果を「クロスセクター効果」と呼びます。 

   地域公共交通を確保・維持することは、地域社会全体の価値を高めることに直結します

ので、地域の総合行政を担う地方公共団体が中心となって、地域戦略の一環として取り組

んでいくことが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：あいち交通ビジョン 
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２ 本市がめざすまちづくりの方向性 

（１）第８次刈谷市総合計画（令和５年３月策定） 

●本市の最上位計画であり、地域のビジョンや将来像を具体化するための道筋を示した「第

８次刈谷市総合計画」では、市民が主体となったまちづくりのもと、SDGs の理念を踏ま

え、未来に向けて持続的に発展する都市をめざすため、「人が輝く安心快適な産業文化都

市」を将来都市像として位置づけています。 

●まちづくりの基本方針として、「都市基盤」「教育文化」「産業環境」「福祉安全」の４つ

の基本方針を定めるとともに、マネジメント方針を定め、各方針に基づく基本施策を設

定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■基本方針別計画の施策展開 

資料：第８次刈谷市総合計画 
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●第８次刈谷市総合計画における道路・交通については、「市民が多様な移動手段を選択で

き、誰もが安心安全かつ快適に移動できる交通移動環境が形成」、「適正な交通分担と需

要に応じた道路が整備されることで、環境にやさしい持続可能な総合交通体系が構築」

されていることをめざす姿として定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●公共交通については、「公共交通の利便性向上」として、「かりまる」の充実や民間活力

を活用した公共交通機能の導入や支援の推進等が掲げられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜道路・交通に関する施策内容（公共交通に関連する部分のみ抜粋）＞ 

■総合交通体系の構築 

〇モビリティ・マネジメント施策を展開し、環境負荷の軽減にもつながる公共交通や

徒歩・自転車への転換を図り、持続可能な総合交通体系を構築します。 

〇公共交通や自転車などへの転換による適正な交通分担に合わせ、需要に応じた計画

的な道路整備を推進します。 

■公共交通の利便性向上 

〇公共施設連絡バス「かりまる」の充実や近隣自治体との連携強化、民間活力を活用

した公共交通機能の導入や支援を推進し、地域に特性に応じた利便性の高い公共交

通ネットワークを形成します。 

〇市内鉄道駅の利便性や安全性の向上を図るため、バリアフリー化や安全対策を推進

するとともに、交通結節機能を強化するため、駅周辺の整備を推進します。 

＜連携・協働の考え方＞ 

〇モビリティ・マネジメントの推進にあたり、市民、事業者、学校などに向けた対話

や学習の機会を提供し、利用者とともに公共交通のあり方を考えます。AI・IoT・

MaaS・CASE などの未来技術やサービスを活用した先進的な交通対策や渋滞対策な

どの取組を、産学官連携により推進します。 
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（２）第４次刈谷市都市計画マスタープラン（令和５年３月策定） 

●本市の基本的なまちづくりの方針を定めた「第４次刈谷市都市計画マスタープラン」に

おいて、各拠点が持つ役割の明確化を図るとともに、特性や魅力をいかしながら拠点が

軸により相互に結び付いた「「集まる・つながる都市
ま ち

・刈谷」～多機能集約・連携型都市

構造の構築～」をめざすべき将来都市構造として位置づけています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■将来都市構造（市民生活） 

資料：第４次刈谷市都市計画マスタープラン 
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●第４次刈谷市都市計画マスタープランにおける公共交通については、鉄道や主要なバス

路線を「公共交通軸」として位置づけているとともに、「市民の持続可能な暮らしを支え

ていくための軸」として定めています。また、公共交通やその他の交通施設の方針につ

いても定めており、鉄道やバス交通等に関する取組、交通結節機能の強化、交通手段の

役割分担等を掲げています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●地域別構想では北部地域・中部地域・南部地域ごとに「道路・公共交通」の施設整備の

方針を定めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜公共交通の方針＞ 

〇将来都市構造の実現に向けて、各拠点の形成に加え、それらをネットワーク化する

公共交通の充実を図り、自動車に過度に依存しない誰もが安心して利用できる交通

環境の構築を進めます。 

〇公共交通の中心的な役割を担う鉄道の利便性の向上と交通結節機能の強化を図り

ます。 

〇歩いて暮らせるまちづくりの実現に向けて、生活に身近な交通であるバス交通など

の充実を図ります。 

＜その他の交通施設の方針＞ 

〇駅前広場などの充実や駐車施設の適正な配置など、安全で円滑な移動を確保するた

め、交通結節機能の強化を推進します。 

〇鉄道、バス、タクシー、自家用車、自転車、徒歩など、さまざまな交通手段を有効

に組み合わせて利用できるようにすることで、公共交通と自動車交通の適切な役割

分担を図ります。 

〇これらの機能強化・充実にあたっては、バリアフリー化やユニバーサルデザインに

配慮します。 

＜北部地域の道路・公共交通の方針（公共交通に関する事項のみ抜粋）＞ 

〇公共施設連絡バス「かりまる」の充実や近隣自治体との連携を図り、地域の特性や

ニーズに応じた利便性の高い公共交通ネットワークを形成します。特に、井ケ谷町

や東境町など、この地域の北部には徒歩圏に鉄道駅が存在しないという地理的状況

を踏まえ、都市拠点である中心市街地へのアクセス利便性の向上に向け、バス交通

による市内南北線の維持・充実を図ります。 

＜中部地域の道路・公共交通の方針（公共交通に関する事項のみ抜粋）＞ 

〇公共施設連絡バス「かりまる」の充実や近隣自治体との連携を図り、地域の特性や

ニーズに応じた利便性の高い公共交通ネットワークを形成します。 

〇刈谷駅はホームや改札などの安全性の確保と混雑緩和に向けた取組を推進します。

また、刈谷駅の駅前広場はバスやタクシー、一般車などへの乗り換えの円滑化を図

ることや、立体的な利用による駅前空間の有効活用を行うなど、交通結節機能のさ

らなる強化を推進します。 

＜南部地域の道路・公共交通の方針（公共交通に関する事項のみ抜粋）＞ 

〇公共施設連絡バス「かりまる」の充実や近隣自治体との連携を図り、地域の特性や

ニーズに応じた利便性の高い公共交通ネットワークを形成します。特に、この地域

で計画されている新市街地の創出にあたっては都市拠点の中心である刈谷駅など

への鉄道駅へのアクセス利便性の確保に配慮します。 
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（３）刈谷市立地適正化計画（平成 30 年６月策定） 

●刈谷市立地適正化計画では、都市拠点や地域拠点に都市機能や生活機能の誘導を図り、

これら拠点間を鉄道やバスなどの公共交通で結ぶことで、誰もが歩いて暮らせる「機能

集約型都市構造」の構築をめざすこととしています。 

●その中でも、公共交通に関しては「鉄道駅等の交通結節機能の拡充やアクセス性の向上」、

「公共交通の利便性向上や移動手段の適正化」などの施策を設定しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■都市機能誘導区域と居住誘導区域 

資料：刈谷市立地適正化計画 

（４）刈谷市都市交通戦略（平成 24 年６月策定） 

  ●本市の都市交通に関するマスタープランである

「刈谷市都市交通戦略」では、「産業」「交流」「生

活」「環境」の４つの視点から持続可能な都市交通

体系の構築を目指しており、特に公共交通に関す

る施策として、「体系的で利便性の高い公共交通ネ

ットワークの形成」が位置づけられています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■体系的で利便性の高い公共交通ネットワーク

の形成 
 ●公共交通の機能分類の明確化と「衣浦定住

自立圏共生ビジョン」を踏まえた隣接市町

との連携強化 
 ●主要駅や主要バス停における交通結節機能

の強化 
 ●公共交通ネットワーク活性化に向けた役割

分担 

 

■公共交通に係る施策展開の方向性 

■公共交通体系ネットワークイメージ 

資料：刈谷市都市交通戦略 
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（５）刈谷市バリアフリー基本構想（令和２年３月策定） 

●刈谷市バリアフリー基本構想において、バリアフリー化の目標を「だれもが安心、安全

かつ快適に活動できるまちづくり」を目標として設定し、基本方針として以下のとおり

掲げております。また、移動円滑化のための整備方針として、刈谷駅周辺地区の重点整

備地区においては、バスによるネットワーク路線と位置付けています。 

■バリアフリー化の基本方針 

 方 針 内 容 

●交通結節点としての充 

実・強化 

○刈谷駅は、公共施設連絡バス「かりまる」や民間事業者の

バスが乗り入れているなど、公共交通の結節点としてお

り、徒歩、自転車、自家用車など多様な利用手段に対応し

た乗換機能の充実・強化により、利便性及び安全性の向上

を図ります。 

●心のバリアフリーの推進 
〇情報提供や教育啓発活動を強化し、高齢者、障害者等に
関する理解を深めます。 

 

（６）第４次刈谷市地域福祉計画（令和２年３月策定） 

  ●第４次刈谷市地域福祉計画において、「誰もが住みやすい都市環境づくりの推進」が掲げ

られており、今後の方向性及び具体的な取組として、以下の内容が位置付けられていま

す。 

今後の方向性 

 公共施設、交通、住まいなどを対象にして、移動しやすさ、住みやすさを追求した取組を推進

し、誰もが安全に移動でき、安心して住むことができるまちを目指します。 

■「誰もが住みやすい都市環境づくりの推進」に関する具体的な取組 

 主体 取 組 内 容 

刈谷市 ○車を使用しない人や自動車免許返納者の移動手段の確保、買い物難民対策、障害

のある人などの社会参加、高齢者の外出支援を促進する観点から公共施設連絡バ

ス「かりまる」の利用促進及び新たな交通手段の検討を含め、利便性の向上に努

めます。 

市民・ 

地域 

○バリアフリーやユニバーサルデザインの理念について理解し、街なかで移動に困

っている人や助けを必要としている人を見かけたら、移動の補助をします。 

 

（７）刈谷市障害者計画（令和６年３月改定予定） 

●刈谷市障害者計画において、基本目標の一つとして「人にやさしいまちづくり」を定め

ており、施策の方向性として「安全な移動の確保」を掲げ、以下の内容が位置付けられ

ています。 
■「安全な移動の確保」に関する具体的な取組 

 取 組 内 容 

●刈谷市公共施設連絡バス

の充実 

〇刈谷市公共施設連絡バスを運行し、障害のある人や高齢
者等の社会参加を促進します。 

〇刈谷市公共施設連絡バスの利用者数が増加していることを

踏まえ、路線の新設やバス停のシェルター、ベンチ等の整

備を推進します。 

資料：刈谷市バリアフリー基本構想 

資料：第４次刈谷市地域福祉計画 

資料：刈谷市障害者計画 
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（８）第８期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画（令和６年３月改定予定） 

●第８期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画において、「高齢者の移動支援の

充実」が掲げられており、今後の方向性及び具体的な取組として、以下の内容が位置づ

けられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（９）刈谷市環境都市アクションプラン（令和６年３月策定予定） 

●刈谷市環境都市アクションプランにおいて、将来都市像を「かりやの技術・行動・情報

力が織りなす“Ｅ－ｓｍｉｌｅ都市かりや”」と掲げ、エコモビリティライフの推進を図

り、便利で環境負荷の少ない交通手段が整ったまちを目指しています。 

●「エコモビリティ」に関する取組として、「自転車活用の推進」や「環境負荷の少ない交

通手段の利用促進」などの取組を位置づけています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の方向性 

 高齢者が通院や買い物等の外出をしやすい環境を整備するため、多様な交通システムの導入を

検討します。 

■「高齢者の移動支援の充実」に関する具体的な取組 

 取 組 内 容 

①刈谷市公共施設連絡バス

「かりまる」の運営 

〇刈谷市公共施設連絡バス「かりまる」において、利便性の

向上を図るため、運行経路やバス停の場所、運行本数等の

改善を検討します。 

②地域に密着した公共交通

システムの整備 

〇高齢者の買い物、通院等の外出を支援する乗り合い交通シ

ステム等を活用した高齢者の外出支援策の検討を進めま

す。 

③移動環境のバリアフリー 

 整備 

〇バリアフリー法に基づき、特定旅客施設である刈谷駅と主

要な公共施設などを結ぶ経路や施設の相互間などの経路の

バリアフリー整備を推進し、安心して移動できる環境づく

りを推進します。 

資料：第８期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画 

■「エコモビリティ」に関する取組内容 

 取 組 内 容 

①自転車活用の推進 
〇駐輪場の整備・運営や自転車マップなどを通じて、
CO2 排出量が少ない自転車の利用を推進します。 

②環境負荷の少ない交通手段

の利用促進 

〇公共交通機関の利用を促進し、環境にやさしい交通手
段をかしこく使い分け利用するライフスタイルの推進
を図ります。 

③次世代自動車の利用促進 

〇電気自動車などの次世代自動車の利用促進を図るとと
もに、充電スタンドの普及を図り、CO2 削減を推進し
ます。 

資料：刈谷市環境都市アクションプラン（策定中） 
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（10）刈谷市自転車活用推進計画（令和５年３月策定） 

●安心安全かつ快適に移動できる自転車利用環境を創出するために策定した「刈谷市自転

車活用推進計画」において、基本方針の一つとして「様々な自転車ニーズに対応する自

転車利用環境の形成」を定めています。公共交通に関する施策としては、「サイクル＆バ

ス・レールライドの推進」を設定し、自転車と公共交通（鉄道・バス）の連携を図ること

を目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■サイクル＆バス・レールライドの利用イメージ 

資料：刈谷市自転車活用推進計画 

（11）第２次衣浦定住自立圏共生ビジョン 前期ビジョン（令和３年 10 月策定） 

●第２次衣浦定住自立圏共生ビジョンにおいて、結びつきやネットワークの強化に関する

分野として「行政バスの広域利用の推進」を掲げており、「行政バス等の乗継拠点等を整

備し、圏域内の移動しやすい路線網を構築することにより、利用者の利便性の向上を図

る」こととしています。 

●具体的取組として、「コミュニティバス連携促進事業」や「コミュニティバス広報活用事

業」、刈谷市公共施設連絡バス「かりまる」運行事業をはじめ、各自治体のコミュニティ

バス運行事業の推進が位置づけられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■衣浦定住自立圏と公共交通に関する取組事業 

刈谷市 

東浦町 

知立市 

高浜市 

■結びつきやネットワークに関する分野 

 （公共交通に関する取組事業） 
 ●コミュニティバス連携促進事業 

（刈谷市、知立市、高浜市、東浦町） 

・乗継拠点及び路線再編、また全体路線図の有
効活用策等について協議、検討を行う。 

●コミュニティバス広報活用事業 
（刈谷市、知立市、高浜市、東浦町） 

・各市町のバス車内やホームページなどに、関係
各市町の全体路線図、バス時刻表、圏域内で開
催される各種イベント及び定住自立圏におけ
る取組の啓発ポスターなどを掲示する。 

●刈谷市公共施設連絡バス「かりまる」運行事業 

（刈谷市、知立市、高浜市、東浦町） 

●知立市ミニバス運行事業  （刈谷市、知立市） 

●高浜市いきいき号運行事業 （刈谷市、高浜市） 

●東浦町「う・ら・ら」運行事業（刈谷市、東浦町） 

資料：第２次衣浦定住自立圏共生ビジョン 
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第３章 現況と課題の整理 
 
１ 都市構造の把握 

（１）本市の地域区分 

  ●本市は６つの中学校区（富士松中学校区、雁が音中学校区、刈谷東中学校区、刈谷南中

学校区、依佐美中学校区、朝日中学校区）で区分されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■本市の地域区分 
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（２）人口の推移 
 

人口推移と将来人口 

  ●本市の人口は年々増加しており、令和２年（2020 年）では 153,834 人となっており、平

成 27 年（2015 年）時点から約 2.7％増加しています。 

  ●将来人口は、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、当面は増加傾向にあり、10 年

後の令和 12 年（2030 年）の 155,281 人をピークに緩やかに減少に転じる見込みとなっ

ています。 

  ●人口構成においては、平成７年（1995 年）をピークに生産年齢人口（15～64 歳人口）が

減少している一方、高齢人口（65 歳以上人口）が増加しており、令和 22 年（2040 年）

では高齢化率が 27.0％まで上昇すると推計されています。 
 
 

■人口推移と将来人口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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人口分布（100m メッシュ） 

  ●人口分布（100m メッシュ）をみると、北部の富士松中学校区を除いた中学校区において、

市街化区域を中心にまとまった区域で居住しています。 

  ●中学校別で人口集積や高齢者（65 歳以上）比率が異なっており、富士松中学校区や依佐

美中学校区では高齢者比率が 20％を超えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■人口分布（100ｍメッシュ） 
資料：国勢調査 

中学校区別の人口密度（平成 27 年（2015 年）） 

中学校区 
面積

（ha） 
人口 

（人） 
人口密度 
（人/ha） 

富士松 
中学校区 

1,514.3ha 24,263 人 16.0 人/ha 

雁が音 
中学校区 

613.7ha 26,609 人 43.4 人/ha 

刈谷東 
中学校区 

724.8ha 24,881 人 34.3 人/ha 

刈谷南 
中学校区 

687.2ha 24,659 人 35.9 人/ha 

依佐美 
中学校区 

956.5ha 24,066 人 25.2 人/ha 

朝日 
中学校区 

542.0ha 25,261 人 46.6 人/ha 

 
中学校区別の高齢者比率 
（平成 27 年（2015 年）） 

中学校区 
高齢者人口 

（人） 
高齢者比率 

（%） 

富士松中学校区 5,263 人 21.7％ 

雁が音中学校区 4,270 人 16.0％ 

刈谷東中学校区 4,512 人 18.1％ 

刈谷南中学校区 4,437 人 18.0％ 

依佐美中学校区 5,114 人 21.2％ 

朝日中学校区 4,798 人 19.0％ 
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ＤＩＤ（人口集中地区）の変遷 

  ●昭和 35 年（1960 年）から昭和 55 年（1980 年）の間は、ＤＩＤ面積の拡大により、ＤＩ

Ｄ人口密度は減少傾向にありましたが、これ以降はＤＩＤ面積の拡大が緩やかになり、

ＤＩＤ人口密度も増加傾向にあります。 

  ●本市の市街化区域の約 95％がＤＩＤとなっていることから、市街化区域とＤＩＤがおお

むね一致しており、適正な市街地形成が進められています。また、都市人口の約 81％が

ＤＩＤ内に居住しています。 

■ＤＩＤの人口密度推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 

■市街化区域に対するＤＩＤ面積比率（令和２年（2020 年）） 

 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 
※（ ）は工業専用地域を除く値 

■都市人口に対するＤＩＤ人口比率（令和２年（2020 年）） 

 
 
 
 

 
 
 

資料：国勢調査 

約 95％（約 98％） 

約 81％ 
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（３）市街化区域内の土地利用 

  ●本市の市街化区域は 2,347ha で、市全体（行政区域面積）の約５割を占めています。 

●刈谷駅周辺では商業用地が集積しており、これに隣接する形で自動車関連産業の本社な

どが立地する工業用地、それらを取り巻くように住宅用地が広がっています。 

●小垣江駅、野田新町駅、東刈谷駅などの鉄道駅周辺では土地区画整理事業による住居系

市街地が形成されている一方、北部地域の井ケ谷町、東境町、今川町や南部地域の半城

土町大原などの既存集落を中心とした住居系市街地が形成されています。 

●市内各所に大規模工場を中心とした工業系市街地が立地しており、依佐美中学校区では

新しい工業系新市街地が計画されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■市街化区域内の土地利用の状況 

資料：第４次刈谷市都市計画マスタープラン 
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（４）交通状況 

 
幹線道路の整備状況と混雑状況 

  ●本市の幹線道路は一部に未整備区間があるものの、高い整備率となっています。一方で、

細長い地形特性から南北を結ぶ道路ネットワークが少ない状況となっています。 

  ●刈谷駅周辺に大規模な自動車関連企業などが集積していることから、岡崎刈谷線や国道

155 号線、逢見線などの幹線道路で慢性的な交通渋滞が発生しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

■幹線道路の整備状況と渋滞箇所 

資料：第４次刈谷市都市計画マスタープラン・名古屋国道事務所資料 
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「かりまる」が走行できる道路 

  ●刈谷東中学校区及び刈谷南中学校区では、「かりまる」の相互走行が可能な道路（幅員6.1m

以上）が充足している一方、富士松中学校区では生活道路において狭小道路が多く、「か

りまる」の走行が困難な道路の道路が多く見られます。 

  ●野田新町駅の南側、小垣江駅の北西側、刈谷市駅の西側などでは狭小道路が偏在してい

ることから、「かりまる」の走行が困難な地域となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■「かりまる」が走行できる道路 

※車両制限令に基づき、道路台
帳及び認定路線網図より 6.1m
以上の道路を抽出。 
なお、具体的な道路幅員につ
いては、現地の状況によるも
のとする。 
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（５）主要施設の立地状況 

 
主要施設の立地状況 

  ●医療施設や商業施設など、市域内外からの利用が想定される施設は市街化区域全域に立

地しており、特に刈谷駅周辺で充実しています。 

  ●子育て支援施設や教育施設、高齢者福祉施設などの日常的に利用する身近な施設は、市

内全域に広く立地しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■主要施設の立地状況 
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中学校区別の主要施設の立地状況 

  ●富士松中学校区や刈谷南中学校区では、主要施設が適度に立地しているのに対し、雁が

音中学校区については、子育て支援施設や商業施設などの施設数が少ない状況です。 

  ●一方、依佐美中学校区においては、他の中学校区と比較して「高齢者福祉施設」が多く

立地しています。 
 

■中学校区別の主要施設の立地状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

■中学校区別の公共交通利用圏内の主要施設の立地状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■（参考）各施設区分に含まれる施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 企業 市内の主要な企業

文化施設
文化ホール、図書館、展示場・コンベンションホール、博物館、美術館、
体育館、生涯学習センター、市民交流センター

公園施設 総合公園、運動公園、その他地域の拠点的な公園

商業施設 大型小売店舗、スーパーマーケット、ドラッグストア

子育て支援施設 幼稚園、保育園、こども園、子育て支援センター、交通児童遊園、科学館

教育施設 小学校、中学校、高等学校、大学

行政施設 市役所、市役所支所、市民センター、その他国・県の施設

施設区分 対象施設

医療施設 病院、診療所（内科、外科、小児科含む）

高齢者福祉施設
総合福祉センター、通所系高齢者福祉施設（デイサービス等）、
訪問系高齢者福祉施設（ケアステーション等）、小規模多機能型居住介護施設
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主な公共施設の利用者数 

  ●令和３年度（2021 年度）における施設利用者数としては、北部地域に位置する刈谷ハイ

ウェイオアシスが最も多く、年間で約 635 万人の方が訪れています。 

  ●公共施設としては、交通児童遊園や岩ケ池公園、ウイングアリーナ刈谷（刈谷市総合運

動公園内）が多くなっており、多くの市民に利用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■主な公共施設の利用者数 

資料：刈谷の統計 
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（６）通勤・通学流動 

  ●平成 27 年（2015 年）時点での通勤・通学流動は、刈谷市で従業・通学する人は市内常住

者より多く、流入超過となっています。 

  ●近隣市町との流動をみると、名古屋市や安城市、知立市との流動が多い傾向にあります。 

 
■通勤・通学流動（表中の青数値は流入超過量）（平成 27 年（2015 年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■通勤通学流動 

総数 就業者 通学者 総数 就業者 通学者

84,597 77,217 7,380 34,744 119,341 111,949 7,392

42,725 40,441 2,284 0 42,725 40,441 2,284

37,913 32,240 4,982 35,756 73,669 68,693 4,976

知立市 3,155 2,480 675 4,243 7,398 7,064 334 知立市

名古屋市 7,915 6,350 1,565 4,079 11,994 11,443 551 名古屋市

岡崎市 2,057 1,662 395 3,533 5,590 5,272 318 岡崎市

安城市 6,290 5,922 368 2,258 8,548 8,029 519 安城市

東浦町 860 846 14 2,066 2,926 2,673 253 東浦町

大府市 2,764 2,316 448 1,892 4,656 4,263 393 大府市

高浜市 2,123 1,994 129 1,661 3,784 3,525 259 高浜市

豊明市 1,281 1,031 250 1,617 2,898 2,625 273 豊明市

西尾市 1,123 1,114 9 1,236 2,359 2,162 197 西尾市

碧南市 1,403 1,273 130 1,027 2,430 2,178 252 碧南市

豊田市 4,224 4,044 180 899 5,123 4,756 367 豊田市

みよし市 751 716 35 149 900 799 101 みよし市

4,129 3,590 539 8,667 12,796 11,763 1,033

850 623 227 1,417 2,267 2,141 126

愛知県その他の市町 愛知県その他の市町

県外 県外

刈谷市内で従業・通学 刈谷市内で従業・通学

他市町で従業・通学 他市町で従業・通学

近
隣
市
町

近
隣
市
町

流　出
流入-流出

流　入

刈谷市に常住する就業・通学者 刈谷市に常住する就業・通学者
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２ 公共交通の現況 

（１）本市の交通手段 

 １）鉄道 
 

鉄道の現状 

  ●市内の鉄道は、市域を東西に横断するＪＲ東海道本線、名鉄名古屋本線、南北に縦断す

る名鉄三河線があります。ＪＲ東海道本線はヲ妻駅・刈谷駅・野田新町駅・東刈谷駅、

名鉄名古屋本線は富士松駅・一ツ木駅、名鉄三河線は刈谷駅・刈谷市駅・小垣江駅の計

９駅が存在しており、特にＪＲ東海道本線については、140 本/日程度運行していること

から、本市の公共交通の骨格軸となっています。 

 

■路線別の運行体系（令和５年（2023 年）5 月時点） 

 
 
 
 
 
 
 
 

※市内を走る電車の総運行本数   資料：ＪＲ東海ホームページ、名古屋鉄道ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平日 休日 平日 休日

岡崎・豊橋方面 141 139 5～24時台 5～24時台

名古屋・大垣方面 139 135 5～23時台 5～23時台

豊橋方面 65 64 5～24時台 5～24時台

名鉄名古屋方面 64 62 5～23時台 5～23時台

知立方面 70 69 5～23時台 5～23時台

碧南方面 70 69 6～23時台 6～23時台

路線名
運行本数（本/日） 運行時間帯

運賃

ＪＲ

東海道本線 距離制

名鉄

名古屋本線

距離制

三河線

■鉄道の路線網 
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鉄道の利用状況 

  ●鉄道の乗車人員は、ＪＲ東海道本線と名鉄名古屋本線、名鉄三河線ともに年々増加傾向

にありましたが、令和２年度（2020 年度）においては、新型コロナウイルス感染症の影

響により減少しています。 

  ●ＪＲ東海道本線の鉄道駅別１日平均乗車人員については、約 37 千人と最も多くなってい

ます。 

  ●名鉄名古屋本線及び名鉄三河線の鉄道駅別１日平均乗車人員については、名鉄刈谷駅が

約 14 千人と最も多くなっています。 

■路線別の年間乗車人員推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＪＲ東海道本線の鉄道駅別１日平均乗車人員の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 

                        
■名鉄名古屋本線及び名鉄三河線の鉄道駅別１日平均乗車人員の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：刈谷の統計 

資料：刈谷の統計 

資料：刈谷の統計 
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２）路線バス 

 
路線バスの現状 

  ●市内の路線バスは、刈谷駅北口から愛知教育大学までを結ぶ名鉄バス刈谷・愛教大線と

知立駅から刈谷市内を通り愛知教育大学までを結ぶ名鉄バス愛教大線があります。 

  ●刈谷・愛教大線、愛教大線ともに平日・休日で運行しており、刈谷・愛教大線は平日 15

本/日、休日 10 本/日の運行頻度、愛教大線は平日 122～135 本/日、休日 68 本/日の運行

頻度となっています。 

■路線バスの運行体系（令和５年（2023 年）５月時点） 

 
 
 
 
 
 

資料：名鉄バス株式会社ホームページ 
 

路線バスの利用状況 

  ●名鉄バス刈谷・愛教大線の年間の利用者数は、近年増加傾向にありましたが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大による外出抑制などの影響から、令和２年度（2020 年度）及び令

和３年度（2021 年度）は約 32 千人と令和元年度（2019 年度）から４割程度減少してい

ます。 

  ●名鉄バス刈谷・愛教大線の本数については、平成 24 年（2012 年）時点は平日 24 本/日、

休日 18 本/日だったのに対し、令和３年（2021 年）では平日 15 本/日、休日 10 本/日と

半数以上が減便しています。 

■名鉄バス刈谷・愛教大線の利用者数及び本数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：名鉄バス株式会社 

平日 休日 平日 休日

刈谷駅方面 7 5 8～19時台 8～17時台

愛知教育大前方面 8 5 7～20時台 7～16時台

知立駅方面 63～68 34

愛知教育大前方面 59～67 34
愛教大線

距離制

6～22時台

刈谷・愛教大線

路線名
運行本数（本/日） 運行時間帯

運賃

名鉄バス
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■路線バスの運行路線 
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３）公共施設連絡バス「かりまる」 

 
公共施設連絡バス「かりまる」の現状 

  ●公共施設連絡バス「かりまる」（以下、「かりまる」）は、市が民間の交通事業者に運行を

委託しています。 

  ●平成９年（1997 年）12 月から約３年間の試行運転を経て、平成 13 年（2001 年）４月よ

り本運行が開始されており、これまでに路線や運行ダイヤの改編、バスロケーションシ

ステムを導入しています。 

  ●運行路線は北部地域へ移動する東境線、西境線、一ツ木線と南部地域へ移動する運動公

園・東刈谷線、小垣江・依佐美線、東刈谷・ヲ妻線の６路線があります。各路線ともに市

役所や刈谷駅をはじめとした主要な公共公益施設などへ移動することができるバスとし

て無料で運行しています。 
 

■「かりまる」の運行体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■公共施設連絡バス「かりまる」 

路線名
運行本数
（本/日）

運行時間帯 運賃

公共施設連絡バス

東境線
刈谷市役所行 8 6～18時台

無料

洲原温水プール行 8 7～20時台

西境線
刈谷市役所行 8 6～19時台

刈谷ハイウェイオアシス行 8 7～20時台

一ツ木線
刈谷市駅行 5 6～19時台

総合運動公園行 5 7～20時台

運動公園・東刈谷線
総合運動公園行 8 6～20時台

半城土町大原行 8 6～20時台

小垣江・依佐美線
小垣江駅東口行 8 7～19時台

小垣江駅西口行 8 6～20時台

東刈谷・ヲ妻線
ヲ妻駅南口行 5 6～18時台

東刈谷駅北口行 5 8～20時台
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■「かりまる」の路線図 

 資料：都市交通課 

※刈谷市役所、刈谷駅南口、総

合健康センター、刈谷市美術

館、刈谷豊田総合病院、ひま

わりは全６路線が乗り入れ 
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「かりまる」の利用状況 

  ●「かりまる」の利用者数は運行開始以降、年々増加傾向にありピーク時の平成 30 年度

（2018 年度）では約 720 千人まで増加しましたが、新型コロナウイルス感染症拡大によ

る外出抑制などの影響から、令和３年度（2021 年度）では利用者数が２割程度減少して

います。 

  ●路線別の１日あたり平均利用者数及び１便あたり平均利用者数では、中心部を運行する

運動公園・東刈谷線が多い他、北部地域と中心部を運行する東境線、西境線でも多い傾

向にあります。新型コロナウイルス感染症の影響などから、令和２年度（2020 年度）で

は利用者数が減少していますが、令和３年度（2021 年度）では東境線や西境線、小垣江・

依佐美線で回復傾向が見られます。 

■「かりまる」の利用者数（人/年）の推移 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

資料：刈谷の統計 

■１日あたり平均利用者数及び１便あたりの平均利用者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料：刈谷の統計 

 

2012(H24)年 3月1日から 

一ツ木線、東刈谷・ヲ妻線

が運行開始 

2019(H31)年 4月1日に 

路線再編 
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４）隣接市町のコミュニティバス 
 

隣接市町のコミュニティバスの現状 

  ●刈谷市へ乗り入れている隣接市町のコミュニティバスは、「う・ら・ら（東浦町運行バス）」、

「あんくるバス（安城市運行バス）」、「ミニバス（知立市運行バス）」、「いきいき号（高

浜市運行バス）」の４つがあります。 

  ●４つのコミュニティバスのうち、「う・ら・ら」や「あんくるバス」、「ミニバス」は刈谷

駅をはじめとする鉄道駅に乗り入れており、「いきいき号」は刈谷豊田総合病院に乗り入

れています。いずれのコミュニティバスも１乗車 100 円で運行しています。 

 

■隣接市町のコミュニティバスの運行体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：各市町ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緒川駅東口行 7 16～22分※2

刈谷駅南口行 8 14～20分※2

7 23～25分

7 43～49分

路線名
運行本数
（本/日） 所要時間※1 刈谷市内

のバス停
運行時間帯 運賃

あんくるバス（安城市運行バス）

作野線（循環バス） 東刈谷駅
北口

7～18時台 100円/乗車
西部線（循環バス）

う・ら・ら（東浦町運行バス）

刈谷線
刈谷駅南口
刈谷豊田
総合病院

8～18時台 100円/乗車

ミニバス（知立市運行バス）

３コース（オレンジコース） 11 24～27分
東刈谷駅
北口

6～19時台 100円/乗車

４コース（ブルーコース） 10

※1 各市町内の終点までの所要時間

43～49分
野田新町
駅北口

いきいき号（高浜市運行バス）

刈谷市コース 9 26～33分
刈谷豊田
総合病院

8～17時台 100円/乗車

※2「う・ら・ら」刈谷線については、刈谷駅南口から緒川駅東口までの所要時間

「う・ら・ら」(東浦町運行バス) 「あんくるバス」(安城市運行バス) 

「ミニバス」(知立市運行バス) 「いきいき号」(高浜市運行バス) 
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５）タクシー 
 

タクシーの現状 

  ●タクシー事業者は、市内に２事業者があり、ドアツードアを可能とする個別輸送の移動

手段として役割を担っています。 

  ●誰もが使いやすい車両として、普通車のみならず車いす専用車両などのバリアフリーに

配慮した車両の導入が取り組まれています。 

  ●70 歳以上の方で運転経歴証明書を提示すると利用料金が割引される、免許返納に関する

取組が実施されています。 

  ●令和３年４月から身体、知的、精神障害者で障害者手帳を提示すると利用料金が割引さ

れる取組が実施されています。 

■市内のタクシー事業者（令和５年（2023 年）５月時点） 

事業者名 所管営業所 車両数 

刈谷交通株式会社 本社（大手町） 
普通車：36 台（うち、UD17 台） 
車いす専用：1 台 

大興タクシー株式会社 本社（神田町） 
普通車：38 台（うち、UD16 台） 
特定大型車：３台、車いす専用：2 台 
車いす・寝台兼用：1 台 

資料：刈谷交通株式会社、大興タクシー株式会社ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
タクシーの利用状況 

  ●タクシーの年間利用者数は平成 25 年度（2013 年度）の 726 千人をピークに緩やかに減

少傾向にありましたが、昨今の新型コロナウイルス感染症の影響から、令和２年度（2020

年度）では 324 千人まで減少していますが、令和４年度（2022 年度）は令和元年度（2019

年度）と比べ約７割まで回復しています。 

■市内のタクシーの年間輸送人員の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 

UD タクシー 

福祉車両 

資料：愛知県タクシー協会、大興タクシー株式会社 
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タクシー利用に関する助成制度 

  ●タクシー事業者及び市において、高齢者や障害者等の移動を支えるため、タクシー利用

に関する助成制度を実施しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■タクシー助成制度（令和５年３月時点） 

 
 

助成制度 助成内容

免許返納割引 １割引

障害者割引 １割引

タクシー事業者による助成制度

愛知県タクシー協会

対象者（条件等）

70歳以上の方（運転経歴証明書の提示）

障害者手帳（身体・精神）または療育手帳の提示

刈谷市による助成制度

■高齢者タクシー

目的 対象者（条件等）

移動に関して電車やバス等を利用することが困
難で家に閉じこもりがちな高齢者の外出支援

要支援２又は要介護１以上で、同居親族全員が市民
税非課税の65歳以上の方
※介護タクシー、福祉タクシーの助成を受けている
方は対象外

交付枚数・助成上限額/枚

【交付枚数】１ヶ月あたり３枚　１乗車６枚まで
【助成上限額/枚】
　●尾張・三河地区のタクシー会社：普通780円
　●名古屋地区のタクシー会社：普通610円

■介護タクシー

目的 対象者（条件等）

通常の自家用車を利用することが困難な高齢者
の通院などの支援

要介護１以上で、特殊車両の必要な65歳以上の方
※高齢者タクシー、福祉タクシー助成を受けている
方は対象外

交付枚数・助成上限額/枚

【交付枚数】１ヶ月あたり３枚　１乗車６枚まで　※福祉輸送車両利用の場合の利用券交付
【助成上限額/枚】
　●尾張・三河地区のタクシー会社：福祉輸送車両 普通3,510円、大型4,270円
　●名古屋地区のタクシー会社：福祉輸送車両 普通3,260円、大型3,610円

■福祉タクシー

目的 対象者（条件等）

電車等の公共交通機関を利用することが困難な
障害児・者の支援

①身体障害者手帳１～３級、②療育手帳A・B
③精神障害者保険福祉手帳１・２級
④身体障害者手帳下肢４級　の所持者
※④のみ高齢者タクシー、介護タクシー助成を受け
ている方は対象外

交付枚数・助成上限額/枚

【交付枚数】１ヶ月あたり３枚　１乗車６枚まで　※④のみ１枚/月
【助成上限額/枚】
　●尾張・三河地区のタクシー会社：普通700円
　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉輸送車両 普通3,150円、大型3,840円
　●名古屋地区のタクシー会社：普通540円
　　　　　　　　　　　　　　　福祉輸送車両 普通2,930円、大型3,240円
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６）その他の交通 

 
高速バス 

  ●市内の高速バスは、ＪＲバス関東及びＪＲ東海バスが運行する高速バスと知多バスが運

行する高速バスの２路線があります。 

  ●ＪＲバス関東及びＪＲ東海バスが運行する路線バスについては、いずれも東京方面へ移

動する路線となっており、毎日１便運行しています。 

  ●知多バスが運行する路線バスについては、刈谷駅から中部国際空港方面へ移動する路線

となっています。 
■高速バスの運行体系 

 
 
 
 
 
 
 

 
資料：交通事業者ホームページ 

 
企業・学校の送迎バス 

  ●企業の送迎バスは、駅から各事業所・工場等への送迎を行っており、刈谷駅北口では３

事業者、刈谷駅南口では５事業者の送迎バスが運行されています。 

  ●学校などの送迎バスは、日本福祉大学半田キャンパス及びしげはら園、愛知県立安城特

別支援学校への送迎を行っており、日本福祉大学の送迎バスは刈谷駅南口駅前広場内で

乗降がされています。また、しげはら園の送迎バスは、市内 10 ケ所のバス停を巡回する

形で運行されています。 

■主な企業・学校の送迎バスの運行体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：都市交通課 

１往復/日 距離制

１往復/日 変動制

始発 終発

中部国際空港行 4 約50分 5:30 15:10

知立駅行 4 約50分 12:20 22:10
中部空港線 距離制

路線名
運行本数
（本/日）

所要時間
運行時間帯

運賃

知多バス

路線名
運行本数
（本/日）

運行区間 運賃

ＪＲバス関東・ＪＲ東海バス

知多シーガル（ＪＲバス関東） 知多半田駅～東京駅間

ドリーム知多（ＪＲバス関東・ＪＲ東海バス）
八田駅～

東京ディズニーランド間

運行本数

（本/日）

高浜工場行(発のみ) 9

刈谷工場行(月)(発のみ) 3

刈谷工場行(火～金) 9

刈谷工場行(土) 6

9

9

12

高浜工場(着のみ) 10

刈谷工場(火～金）(着のみ) 7

4

1

11

2

2

9

しげはら園 8:35 15:00

愛知県立安城特別支援学校 7:35 16:05

送迎バス
運行時間帯

始発 最終

刈谷駅北口周辺発着

6:50 9:20

7:05 7:35

6:30 20:20

6:30 8:35

豊田自動織機

アイシン・アドヴィックス（共同） 7:35 8:15

ジェイテクト 7:00 9:15

15:15 19:40

K＆I 7:10 19:35

小林クリエイト 7:15 18:55

15:45 21:20

刈谷駅南口周辺発着

豊田自動織機　

東海特装車

日本福祉大学（半田キャンパス） 8:35 22:00

7:40

その他発着

刈谷記念病院 7:40 18:05
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福祉有償運送 

  ●福祉有償運送としては、平成 19 年（2007 年）より「特定非営利活動法人 ラル あゆみ」

が実施する通院、買い物などの有償運送サービスがあります。 

  ●令和４年（2022 年）での会員数は 60 人となっており、１年間で 4,667 回運行している

ことから、高齢者や障害者の重要な移動手段となっています。 

 
■福祉有償運送の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：長寿課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 5

（ 0 ） （ 2 ）

0 4

（ 0 ） （ 1 ）

0 9

（ 0 ） （ 3 ）

該当範囲

○

○

○

○

○

52,182km

21,762km

41.70%

4,893回

4.4km

2021/10
～2022/9

60人

42,842km

17,201km

40.15%

3.7km

4,667回

0

（ 0 ）

0

（ 0 ）

0

（ 0 ）

セダン等
（軽）

1

（ 0 ）

4

（ 1 ）

5

（ 1 ）（ 0 ）

2018/10
～2019/9

78人

59,696km

23,983km

40.18%

4,989回

4.8km

2020/10
～2021/9

77人

46,945km

19,753km

42.08%

4,454回

4.4km

2019/10
～2020/9

4

（ 2 ）

0

（ 0 ）

4

（ 2 ）

0

（ 0 ）

0

（ 0 ）

0

輸送実績

会員数

走行キロ

運送回数

平均実車距離

実車キロ

実車率（実車/走行）

71人

運送しようとする旅客の範囲

区分

 イ　身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者

 ロ　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第5条に規定する精神障害者

 ハ　障害者の雇用の促進等に関する法律第2条第4号に規定する知的障害者

 ニ　介護保険法第19条第1項に規定する要介護認定を受けている者

 ホ　介護保険法第19条第2項に規定する要支援認定を受けている者

 へ　介護保険法施行規則第140条の62の4第2号の厚生労働大臣が定める基準に該当する者

 ト　その他肢体不自由、内部障害、知的障害、精神障害その他の障害を有する者

所有

区分
寝台車
（軽）

持込

合計

自家用有償旅客運送自動車の数及びその種類

合計
（軽）

車いす車
（軽）

兼用車
（軽）

回転シート車
（軽）
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（２）公共交通（鉄道・バス）のカバー率 

 
公共交通のカバー率 

  ●一般的な徒歩圏域を鉄道駅から 800m 以内またはバス停から 250m 以内のエリアと設定し

た場合、地域公共交通の利用圏域人口は約 117 千人となり、公共交通（鉄道・バス）の

カバー率は、78.0％となります。 

 

 
 

区分 人口（人） カバー率（％） 

公共交通（鉄道・バス）利用圏域 116,240 77.6％ 

公共交通（鉄道・バス）利用圏域外 33,499 22.4％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【公共交通カバー率とは】 

・公共交通カバー率とは、総人口あたりの公共交通（鉄道・バス）利用圏域に含まれる人口

割合です。 

 公共交通（鉄道・バス）の利用圏域人口 ÷ 総人口 × 100 ＝ 公共交通カバー率（％） 

資料：国勢調査、国土数値情報 

「都市構造に関する評価

に関するハンドブック

（国交省）」を参考に本

市独自の指標として、鉄

道駅（800m）・バス停

(250m)で公共交通の利

用圏を設定しています。 

※「愛知教育大学附属高校前バス停」は、

朝１便の降車のみの利用のため、公共

交通利用圏外とする。 
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地域別の公共交通（鉄道・バス）のカバー率 

  ●地域別の公共交通（鉄道・バス）のカバー率としては、北部地域が市全体のカバー率

（77.6％）よりも低く特に富士松中学校区（58.8％）は最も低くなっています。南部地

域は比較的高い傾向にあり、特に刈谷南中学校区（94.1％）と朝日中学校区（86.8％）で

カバー率となっています。 

地域区分 人口（人） 
公共交通利用圏域 

人口（人） 
カバー率（％） 

北部地域 50,872 33,348 65.6 

 
富士松中学校区 24,263 14,270 58.8 

雁が音中学校区 26,609 19,078 71.7 

中部地域 49,540 42,112 85.0 

 
刈谷東中学校区 24,881 18,912 76.0 

刈谷南中学校区 24,659 23,200 94.1 

南部地域 49,327 40,780 82.7 

 
依佐美中学校区 24,066 18,845 78.3 

朝日中学校区 25,261 21,935 86.8 

市全体 149,739 116,240 77.6 

   ※100m メッシュ人口を基に集計しているため、集計値が合わない場合があります。 

 
 

高齢者に対する公共交通（鉄道・バス）のカバー率 

  ●高齢者に対する公共交通（鉄道・バス）のカバー率としては、地域別と同様に刈谷南中

学校区（96.4％）や朝日中学校区（87.2％）が高い一方で、富士松中学校区（59.6％）が

最も低い傾向にあります。 

地域区分 高齢人口（人） 
公共交通利用圏域 

高齢人口（人） 
カバー率（％） 

北部地域 9,533 6,179 64.8 

 富士松中学校区 5,263 3,135 59.6 

雁が音中学校区 4,270 3,044 71.3 

中部地域 8,949 7,829 87.5 

 刈谷東中学校区 4,512 3,550 78.7 

刈谷南中学校区 4,437 4,279 96.4 

南部地域 9,912 8,114 81.9 

 依佐美中学校区 5,114 3,933 76.9 

朝日中学校区 4,798 4,181 87.2 

市全体 28,394 22,122 77.9 

   ※100m メッシュ人口を基に集計しているため、集計値が合わない場合があります。 
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（３）市内バス交通に係る運行経費 

 
「かりまる」の運行に係る経費 

  ●公共施設連絡バス「かりまる」の運行に係る経費は、現行の６路線体制での運行開始以

降で増加傾向にあり、令和３年度（2021 年度）では約 348,084 千円となっています。 

  ●市民一人当たりの運行経費は令和３年度（2021 年度）時点で年間 2,280 円となっていま

す。 
■公共施設連絡バス「かりまる」の運行経費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：都市交通課 

 
 

名鉄バス刈谷・愛教大線の運行に係る経費 

  ●名鉄バス刈谷・愛教大線の運行に係る経費は、令和３年度（2021 年度）では 28,075 千円と

なっています。内訳としては経常収益（運賃収入）が 11,005 千円、市からの補助金が 17,069

千円となっており、収支率としては 39.2％となっています。 

  ●令和２年度（2020 年度）以降は、昨今の新型コロナウイルスの影響などによる利用者数の

減少から、経常収益（運賃収入）及び収支率が大きく減少しています。 

■名鉄バス刈谷・愛教大線の運行経費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：都市交通課・名鉄バス株式会社 

路線再編、 
消費税(10%)に増税 
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３ 公共交通に関する利用者ニーズ 

公共交通に関する利用者ニーズを把握するため、市民及び公共施設連絡バス「かりまる」

利用者を対象としたアンケート調査を実施しました。 

 【公共交通に関するアンケート調査の実施概要】 

調査期間 ・令和３年（2021 年）12 月６日（月）～12 月 20 日（水） 

調査対象 
・市民：1,900 人（16 歳以上の市民から無作為抽出） 

・公共施設連絡バス「かりまる」利用者：600 人 

調査方法 

・市民：郵送配付・郵送回収 

・公共施設連絡バス「かりまる」利用者： 

バス車内に設置したアンケートボックスにて配布 

後日、同ボックスまたは郵送にて回収 

調査内容 
・日常生活の移動実態 

・公共交通に関する満足度・重要度 

・公共施設連絡バスの利用実態    等 

回 収 率 
・市民：41.5％（788 通/1,900 通） 

・公共施設連絡バス「かりまる」利用者：40.7％（244 通/600 通） 

 【公共交通に関するアンケート調査の結果概要】 

■自動車の運転免許返納意向 

 
・刈谷南中学校区が 37.5％と最も高く、次いで雁が音中学校区（30.0％）、刈谷東中学校

区（27.8％）、朝日中学校区（24.1％）、依佐美中学校区（16.7％）となっており、富士

松中学校区が 13.0％と最も低くなっています。 
 

■日常生活における交通手段の利用割合 

 

・「公共交通（鉄道＋バス）」の利用割合は、依佐美中学校区（22.0％）が最も高く、次い

で雁が音中学校区（21.3％）、刈谷南中学校区（20.2％）、朝日中学校区（19.7％）、刈

谷東中学校区（17.7％）となっており、富士松中学校区（13.9％）が最も低くなってい

ます。 

・「自動車」の利用割合は、朝日中学校区（68.8％）、刈谷南中学校区（57.2％）が高く、

「徒歩・自転車」の利用割合は刈谷南中学校区（18.8％）や刈谷東中学校区（13.2％）

が高くなっています。 
 

■公共交通の満足度・重要度 

 

【富士松中学校区】 

・鉄道とバスは満足度（鉄道 22.6％、バス 14.8％）が低いですが、バスの重要度（53.0％）

が高く、特にバスの行先までの所要時間に対する重要度（55.7％）が最も高くなってい

ます。 

・タクシーは満足度（8.7％）、重要度（30.4％）ともに低くなっています。 

【雁が音中学校区】 

・鉄道とバスは満足度（鉄道 24.6％、バス 14.7％）が低く、バスの行先までの所要時間

に対する満足度（7.4％）が最も低くなっています。 

・タクシーの重要度（45.1％）は他の中学校区と比較して高くなっています。 

【刈谷東中学校区】 

・バスの満足度（14.7％）は低い一方、タクシーの満足度（12.5％）は高くなっています。 

・バスの行先までの所要時間に対する重要度（50.7％）は高くなっています。 

・タクシーの利用しやすさの満足度（21.4％）が高くなっています。 

【刈谷南中学校区】 

・鉄道とバス、タクシーの満足度（鉄道 42.8％、バス 21.7％、タクシー12.3％）、重要度

（鉄道 63.8％、バス 56.6％、タクシー45.7％）ともに他の中学校区と比較して高くな

っています。 
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■公共交通の満足度・重要度 

 

【依佐美中学校区】 

・鉄道の満足度（38.2％）が高くなっています。 

・バスの行先までの所要時間に対する重要度（50.0％）が高くなっています。 

・タクシーの利用しやすさの満足度（19.1％）、重要度（44.9％）が高くなっています。 

【朝日中学校区】 

・鉄道の満足度（33.1%）やバスの満足度（21.5％）は高い一方で、バスの行先までの所

要時間に対する満足度（11.6％）は低くなっています。 

・タクシーの満足度（7.2％）、重要度（33.9％）が低くなっています。 
 

■バスによる移動ニーズ 

 

【富士松中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・富士松中学校区内（30.6％）、刈谷東中学校区（28.6％）が高く、刈谷豊田総合病院や

ハイウェイオアシス、市役所などが挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・知立駅や豊明駅、藤田医科大学病院などが挙げられています。 

【雁が音中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・刈谷東中学校区（62.7％）、刈谷南中学校区（27.5％）が高く、刈谷豊田総合病院、ア

ピタ刈谷店、ハイウェイオアシスなどが挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・知立駅やイオンモール東浦などが挙げられています。 

【刈谷東中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・刈谷東中学校区内（37.5％）、刈谷南中学校区（37.5％）が高く、刈谷豊田総合病院や

ハイウェイオアシス、市役所などが挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・イオンモール東浦や知立駅などが挙げられています。 

【刈谷南中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・刈谷南中学校区（55.0％）が高く、ハイウェイオアシスや刈谷豊田総合病院、市役所、

総合運動公園など挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・イオンモール東浦や藤田医科大学病院などが挙げられています。 

【依佐美中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・刈谷南中学校区（85.3％）が高く、刈谷豊田総合病院やハイウェイオアシス、アピタ刈

谷店、小垣江駅などが挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・イオンモール東浦や知立駅などが挙げられています。 

【朝日中学校区】 

〇市内の移動ニーズ 

・市内の移動ニーズとして、刈谷南中学校区（73.8％）が高く、刈谷豊田総合病院、ハイ

ウェイオアシス、市役所などが挙げられています。 

〇市外の移動ニーズ 

・イオンモール東浦や知立駅などが挙げられています。 
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４ 公共交通に関する意見交換会 

中学校区毎の公共交通の現状や問題点、今後の公共交通のあり方を把握するため、地域

住民との意見交換会を実施しました。 

 【公共交通に関する意見交換会の実施概要】 

実施期間 

【第１回】※各中学校区にて実施 

・令和４年（2022 年）９月 13 日（火）～９月 28 日（水） 

【第２回】※各中学校区にて実施 

・令和４年（2022 年）12 月 13 日（火）～12 月 23 日（金） 

実施対象 

・各中学校区内の地区長及び公民館長 

・バス利用者 

・愛知教育大学の学生（富士松中学校区のみ） 

・地域包括支援センター職員 

・女性の会地区代表者 

・相談支援事業所職員 

実施方法 ・ワークショップ方式にて中学校区毎に実施 

実施内容 

【第１回】 

・中学校区毎の「現在」の移動状況 

・公共交通の「今後」       等 

【第２回】 

・「かりまる」の路線再編に向けた意見交換 等 

 【公共交通に関する意見交換会の結果概要】 

■中学校区別の「現在」の移動状況 

 

・中学校区内に商業施設や診療所が多数立地しており、通勤及び通学以外は中学校区内

での移動が中心となっています。 

・刈谷豊田総合病院など、刈谷駅周辺エリアへの移動も見られます。 

・JR 東海道本線を跨ぐ移動は少なく、特に南側から北側への移動はあまり見られません

でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富士松中学校区 雁が音中学校区 
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刈谷東中学校区 刈谷南中学校区 

依佐美中学校区 朝日中学校区 
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■公共交通の「今後」 

 

①「かりまる」の改善 

＜運行ルート＞ 
・南北の幹線ルートを設定し本数を増便。地域内を循環するバスを導入。 

・主要施設への直通バスの運行。 
・西境線の延伸（辻村外科、洲原温水プールまで）。 
・ヲ妻駅へ向かうバスが H31 改正でルートが変更し、便数も減少。 
・乗換を分かりやすくすることで利便性を向上。 
・快速（シャトル）バスの運行。時間帯によって停車バス停を変える。 
＜バス停の新設＞ 
・施設付近へのバス停の設置（今井病院、イオンタウン、碧海中央クリニック等）。 
・バス停のない地域への新設（泉田、吹戸、小山、南沖野等）。 
＜運行本数・運行時間帯＞ 
・運行本数の増便（運行本数が少ない）。 
・朝の通学及び通勤、通院時間帯の増便。運行時間帯の拡大（21 時以降）。 
・１便/時間以上の運行本数。 
・一ツ木駅及び東刈谷方面の本数増便。 
・路線同士の組み合わせで利便性を向上。 
＜運行ダイヤ＞ 
・施設の利用時間帯（つくし作業所等）と運行ダイヤ（発着時刻）の適正化。 
・分かりやすい運行ダイヤの編成（毎時同時刻での運行）。 
・渋滞による遅延を見越した運行ダイヤの編成。 
・鉄道との乗り継ぎを考慮した運行ダイヤ。 
・乗継が不便。 
・障害者にも配慮した運行ダイヤの周知（障害者は運行ダイヤ変更に慣れるまで大変）。 
＜所要時間＞ 
・目的地まで遠回りで所要時間が長い（刈谷駅まで約１時間等）。 
＜バス車両＞ 
・道路が狭い地域にも対応した小型バスの導入。 
・認知症の方に配慮したバス車両の実装（車窓ラッピングを控える等）。 
・低床型車両の導入や手すりの設置を推進。 
・様々な方（障害者、子育て世代等）に配慮したバス車両の導入（車いすスペース、ベビ

ーカースペースの確保）。 
＜バス停環境＞ 
・ベンチや上屋設置などによるバス停環境の充実。 
・バス停が１つで乗り間違いあり（富士松図書館、銀座四丁目）。 
・自転車や自動車に配慮した安全なバス停環境（バスポケット）の整備。 
・地域の人がコミュニケーションをとれるバス停。 
・バス停付近での駐輪場の整備（サイクル＆バスライドの推進）。 
・バス停が目立たない。 
・バス停前の住民や企業の協力によるバス停環境の整備。 
＜利用運賃＞ 
・利便性が向上するのであれば有料化しても良い。 
・有料化する際には、高齢者や障害者、子育て世代、主婦、非課税世帯は運賃無料などの

配慮が必要。 
・通勤手当の通勤者は有料が妥当。 
・有料化した際の運賃は 100 円程度が妥当。 
・有料化の場合は、施設通所者は通勤手当が支給されないため、交通費負担が問題。 
・有料化の場合は、IT 技術を活用して市民専用のスマホ定期を発行。 
・無料だから乗車する方も存在（無料はありがたい）。 
・有料化に伴い運行経費が増加するなら、無料のままで良い。 
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■公共交通の「今後」 

 

②「かりまる」以外の交通 

＜乗合タクシー・小型バス＞ 
・地区内を循環する交通や小回りできる小型バス、乗合タクシーの導入。 
・自宅前まで迎えに来る、施設へ直接乗り入れる、手を挙げれば停まってもらえる交通

があると良い。 
＜新たなモビリティツール＞ 
・企業の社用車を活用。 
・IT 技術を活用したデマンド型小規模バスの導入。 
・自動運転を有効活用。 
＜互助の交通＞ 
・ボランティアタクシー（燃料代は行政負担）の導入。 
・地域の高齢者（60～70 歳）の方の雇用の場を創出。 
＜既存のタクシー＞ 
・タクシーのサブスクリプションサービスの導入。 
・既存タクシーの割引制度の拡大（対象者・エリア・利用回数等）。 
・1/3 は自己負担、2/3 は市補助などでタクシーが利用できると良い。 
・タクシーを呼んだ後時間が掛かる。断られた。 
・タクシー料金が高く、日常的に使えない。 
＜自転車の活用＞ 
・公共交通と自転車の効果的な組み合わせ。 
③利用促進 

＜情報提供＞ 
・「かりまる」を知らない市民やバスの乗り方（路線やバス停、運賃無料、バスロケーシ

ョンシステム等）を知らない市民に対するアピールの推進。 
・「かりまるバスガイド」は分かりやすいが、文字が小さい。 
・利用促進に向けた周知方法の工夫（目的別時刻表の作成、立ち寄り施設の案内、代表的

な乗継情報の紹介、地域企業施設とのタイアップ等）。 
・安心感につながるバスロケーションシステムの活用。 
・Googlemap のようなアプリがあると良い。 
＜子どもを対象とした利用促進＞ 
・子どもに乗ってもらうための検討が必要。 
・バス移動に慣れ、親しみを持てるよう小中学生への教育が必要。 
・子育て世代でも利用できるような環境整備。 
・子どもの送迎や習い事の移動手段として公共交通を活用。 
＜高齢者を対象とした利用促進＞ 
・自動車運転免許返納者へのサービスの充実。 
・高齢者が外出促進、孫と一緒に利用できる取組の推進。 
＜利用促進に向けたアイデア＞ 
・「かりまる」を市民の交流に活用し、バスツアーや「１日かりまる乗車会」、近所で誘い

合ってバスに乗るイベント、「かりまる」おさんぽコースなどの企画。 
・公園をつなぐバスの導入。 
④今後の取組 

＜公共交通のあり方＞ 
・東西軸は鉄道、南北軸は幹線バス＋各地域（北部・中部・南部）での循環バス運行。 
＜まちづくりと一体となった公共交通＞ 
・目的となる買物場所を増やすなど、まちづくりとの連携強化。 
・刈谷市駅周辺におけるまちづくりと交通を一体的な検討。 
・安全な自転車道の整備。 
・SDGs の取組として、水素バスを導入。 
＜公共交通による外出促進＞ 
・「バスに乗る＝楽しい」というイメージの普及。 
・目的地となる施設との連携。 
＜心のバリアフリー＞ 
・誰でも乗りやすい雰囲気づくり。 
・障害者への理解及び配慮の徹底。 
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■かりまるの再編方針 

 

①路線網・地域拠点 

＜ネットワーク＞ 
・南北の幹線の路線と、地区内の交通を組み合わせる。 
・現在のネットワークを活用して、利便性向上を図る（上手に乗換できるように）。 
・駅を中心としたネットワークを形成。 
・乗換の利便性向上が重要。 
・「運行可能な道路」と「人口集中地区」のデータ検証を行い、幹線網を検討。 
＜幹線＞ 
・刈谷駅より北側のバスの南北幹線は維持。 
・通学時のみ大学までノンストップ（朝は特急便で速達性を確保）。 
・１時間に１本は必要。 
・刈谷駅からハイウェイオアシスへの直通バス運行（土日だけでも）。 
＜地区内の交通＞ 
・「北部・中部・南部の各地域内」や「中学校区内」をまわる交通。 
・北部の東西方向に移動できる交通。 
・曜日によって目的施設・町内を回る交通。 
・時間帯によって目的地を変える交通。 
・デマンド交通（予約制でも良い・予約型は手間）。 
・定時定路線では難しいため、乗合タクシーが良い。 
・小型車両、タクシーを活用。 
・ヲ妻駅へ直接行けるバスを運行。 
・通勤の企業バスと連携（かりまるを通勤者に使って有料）。 
・住宅地内でバス停の間隔を短く。 
・日中は地区内を重視した路線。 
・福祉のタクシーチケット、タクシーの補助。 
・鵜島や落合地区、泉田地区などバス停から遠い地区に新しい交通を。 
・野田半城土、南沖野、吹戸は個別支援。 
・地域の方がドライバーになる（雇用の創出につながる）。 
＜地域拠点＞ 
・鉄道駅、市民センター、市民館、支所、ハイウェイオアシス。 
・総合運動公園、バロー、ヲ妻駅、アピタ、市役所、刈谷駅、図書館、刈谷総合病院。 
・自転車、バス、シニアカーとバスが乗り継げる拠点。 
・東刈谷市民センター、たんぽぽ、野田公園 
＜バス利用時の目的地＞ 
・刈谷駅、たんぽぽ、病院・診療所（杉浦医院、前原外科、辻村外科病院、碧海中

央クリニック）。 
・商業店舗（ピアゴ、JA、やまね、イオンタウン、恩田フィール、知立ピアゴ、知

立ドミー、アピタ、バロー、ピアゴ）。 
・公園（ミササガパーク、フローラルガーデン、交通公園）。 
・自宅近くまで来てもらえるよう、バス停は多く設置。 
・バス停間隔がある区間は、民地を活用してバス停を設定。 
・優先順位としては、優先度が高い順に「高齢者の利用施設」「日常の買い物」「学

生」「レジャー」 

②運行本数・ダイヤ 

＜増便＞ 
・現在５便の路線を増便。 
・朝：通学者、高齢者の通院などのために増便。 
・夕方：通院施設、大学などからの帰宅時間帯に増便。 
・夜：刈谷駅からの便、もう少し遅くまで運行。 
・昼間はダイヤにあわせて行動が可能。 
＜ダイヤ＞ 
・毎時同時刻で決まったパターンダイヤ。 
・１時間程度で１周。迂回はある程度仕方がない。 
・土日ダイヤ、年末年始ダイヤの設定。 
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■かりまるの再編方針 

 

③運賃 

＜有料化について＞ 
・利用者は、ある程度の負担は必要。 
・利便性向上するならば有料化は妥当。 
・有料化するためにはメリットを打ち出す必要あり。 
・高齢者、障害者、学生、子育て世代、ヘビーユーザーへの配慮が必要。 
・100 円であれば可。200 円はバス利用を考える金額。 
・有料化の設備導入費用が大きい場合は無料のままで良い。 
＜支払い方法＞ 
・現金、回数券、定期券、IC カード、スマホ、１日乗車券（乗り継ぎ運賃なし）など、

複数選択できる方が望ましい。 
・カード支払いやコンビニで購入できるように。 
・乗務員の対応軽減も考慮する必要あり。 
＜その他＞ 
・刈谷・愛教大線利用への補助、運転免許返納者への割引。 
・障害者には移行期間・練習期間が必要。 

④利用促進 

＜対象者・アプローチ＞ 
・外出を諦めている方へ、移動に困っている方へ利用促進。 
・まずは、子ども、子育て世代、高齢者、障害者、免許返納者に特化。 
・自治会、老人会、女性の会、子どもの会、民生委員などを活用。 
＜バス停の充実＞ 
・待合環境の充実（屋根・ベンチ・駐輪場・商店との連携）。 
・バス停の視認性を高める。 
・バス停の管理を地域で実施。 
＜PR 強化＞ 
・市民だより、回覧板で PR 強化。 
・沿線商店など生活情報と一緒に発信。 
・地域の祭り、イベントに合わせて PR。小学生の乗車体験。 
＜運営＞ 
・地域コミュニティで運営、地域の方がドライバー（雇用創出）。 
・シルバー人材センターで運営・デイサービス運転手の活用。 
・地元企業からの協賛金で停留所整備。企業を巻き込む。 

■交通モード別の意見 

 

①刈谷・愛教大線 

・大学周辺から市中心部までは、刈谷・愛教大線以外に、かりまるや自転車を利用（愛知
教育大学の学生参加者より）。 

・愛知教育大学までノンストップバスの運行（朝は特急便で速達性を確保）。 
・刈谷・愛教大線の利用者への補助。 

②タクシー 

・タクシーが利用しにくい（夜なし、予約は事前、料金が高い）。 
・バス停が遠い地域へのタクシーの活用が想定される（鵜島、泉田地区等）。 
・定額や乗り放題などタクシーを活用できないか。 
・福祉タクシーチケット、タクシー補助の拡大。 

③鉄道 

・刈谷駅での名鉄三河線と JR の乗り継ぎが悪い。刈谷駅での電車とバスの乗継向上。 
・ヲ妻駅の機能向上 

④その他（自転車等） 

・バス停に駐輪場整備。 
・総合運動公園など乗継拠点の充実（自転車・バス・シニアカー等）。 
・安全な自転車・歩行空間の整備、安全な通学路の整備。 
・観光案内所での EV レンタサイクルの活用、シェアサイクルの活用。 
・自転車ヘルメット教育が重要。 
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■「狭小道路などでバス交通でカバーできていない地域（意見交換会で出た主な意見）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■狭小道路などでバス交通でカバーできていない地域 
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５ ビッグデータによる移動分析 

市民や来訪者などの移動実態を把握するため、ビッグデータを活用した移動分析を実施

しました。 

 【ビッグデータの移動分析の実施概要】 

抽出期間 

コロナ前コロナ後の計 4 か月間 

・コロナ前：2019 年 10 月、11 月 

・コロナ後：2021 年 10 月、11 月 

対象エリア 

・54 エリア 

（医療施設、高齢者福祉施設、子育て支援施設、文化施設、商業施設、 

 行政施設、公園施設、企業、教育施設の主要な施設がある地域を選定） 

データ元 ・携帯電話端末（モバイル空間統計）の移動データを抽出 

分析条件 ・9時から 19 時の時間帯で平日・休日ごとに条件設定 

抽出方法 

・中学校区を出発地として、どのエリアに移動しているかを分析 

・滞在人口の集計は、1時間あたり 1 人相当として１日平均（平日・休日

別）で算出 

・刈谷市の総人口に合わせる形で拡大推計を実施 

【ビッグデータの移動分析の結果概要】 

■中学校区別の移動分析 

 

■各地域共通 

・各中学校区に住んでいる人がどのエリアに移動しているかを分析した結果、地域内で

の移動需要が高い傾向が見られました。 

■富士松中学校区 

・平日においては、地域内や刈谷駅周辺の自動車関連企業などへの移動傾向が見られま

した。 

・休日においては、地域内での移動傾向が見られました。 

■雁が音中学校区 

・平日・休日ともに地域内や刈谷駅周辺への移動傾向が見られました。 

■刈谷東中学校区 

・平日・休日ともに刈谷駅周辺を含めた地域内への移動傾向が見られました。 

■刈谷南中学校区 

・平日・休日ともに刈谷駅周辺を含めた地域内への移動傾向が見られました。 

■依佐美中学校区 

・平日においては、地域内や刈谷駅周辺の自動車関連企業などへの移動傾向が見られま

した。 

・休日においては、地域内での移動傾向が見られました。 

・平日・休日ともに北部地域への移動需要が低い傾向が見られました。 

■朝日中学校区 

・平日においては、地域内や刈谷駅周辺の自動車関連企業などへの移動傾向が見られま

した。 

・休日においては、地域内での移動傾向が見られました。 

・平日・休日ともに北部地域への移動需要が低い傾向が見られました。 
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富士松中学校区（平日） 富士松中学校区（休日） 

雁が音中学校区（平日） 雁が音中学校区（休日） 
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刈谷東中学校区（平日） 刈谷東中学校区（休日） 

刈谷南中学校区（平日） 刈谷南中学校区（休日） 
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依佐美中学校区（平日） 依佐美中学校区（休日） 

朝日中学校区（平日） 朝日中学校区（休日） 



58 

６ 地域別（中学校区別）特性の整理 
 

①富士松中学校区（人口：24,263 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・他地域と比べて最も刈谷駅周辺から遠

く、公共交通カバー率も低いため、移

動は自動車に頼っている状況が見ら

れます。 

・高齢者比率が高く、今後も交通弱者が

増加することが想定されます。 

・地域内の医療・商業・福祉施設や公共

公益施設などへの移動があります。 

・市内のタクシー事業者の営業所から距

離があるため、利用しにくい状況にあ

ります。 

人口密度 ６位（16.0人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） ６位（21.7％） 

公共交通カバー率 ６位（58.8％） 

高齢者の免許返納意向 ６位（13.0％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） ４位（64.3％） 

公共交通（鉄道・バス） ６位（13.9％） 

徒歩・自転車 ３位（10.5％） 

鉄道の満足度※ ６位（22.6％） 

バスの所要時間の満足度※ ２位（15.7％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ ６位（10.4％） 

 

  ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

地域内の医療・商業・福祉

施設や公共公益施設など

への移動ニーズがある 

刈谷駅周辺への移動が

多くある 
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②雁が音中学校区（人口：26,609 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・既存集落で道路が狭く、大型バスが走

行できない地域があることから、移動

は自動車に頼っている状況が見られ

ます。 

・刈谷駅周辺への移動ニーズが高い一

方、バスの所要時間の満足度が低い状

況にあります。 

・地域内や近隣の医療・商業・福祉施設

や公共公益施設などへの移動があり

ます。 

 

人口密度 ２位（43.4人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） １位（16.0％） 

公共交通カバー率 ５位（71.7％） 

高齢者の免許返納意向 ２位（30.0％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） ５位（68.0％） 

公共交通（鉄道・バス） ２位（21.3％） 

徒歩・自転車 ５位（4.9％） 

鉄道の満足度※ ５位（24.6％） 

バスの所要時間の満足度※ ６位（7.4％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ ４位（16.4％） 

 

  ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

地域内や近隣の医療・商

業・福祉施設や公共公益

施設などへの移動がある 

刈谷駅周辺への移動が

多くある 
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③刈谷東中学校区（人口：24,881 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・刈谷駅を含む学区内での移動需要が高

い一方で、バス利用率が最も低い傾向

にあります。 

・他地域と比べ、タクシーの利用しやす

さの満足度が最も高くなっています。 

人口密度 ４位（34.3人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） ３位（18.1％） 

公共交通カバー率 ４位（76.0％） 

高齢者の免許返納意向 ３位（27.8％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） ２位（61.8％） 

公共交通（鉄道・バス） ５位（17.7％） 

徒歩・自転車 ２位（13.2％） 

鉄道の満足度※ ３位（33.1％） 

バスの所要時間の満足度※ ３位（15.4％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ １位（21.4％） 

 

    ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

刈谷駅周辺を含めた地域内の

医療・商業・福祉施設や公共公

益施設などへの移動が多くあ

る 
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④刈谷南中学校区（人口：24,659 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・公共交通カバー率が最も高い学区で、

鉄道、バス、タクシーなどの公共交通

が最も充実しています。 

・他地域と比べ、タクシーの利用しやす

さの満足度が高くなっています。 

人口密度 ３位（35.9人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） ２位（18.0％） 

公共交通カバー率 １位（94.1％） 

高齢者の免許返納意向 １位（37.5％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） １位（57.2％） 

公共交通（鉄道・バス） ３位（20.2％） 

徒歩・自転車 １位（18.8％） 

鉄道の満足度※ １位（42.8％） 

バスの所要時間の満足度※ １位（16.6％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ ２位（20.3％） 

 

  ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

刈谷駅周辺を含めた地

域内の医療・商業・福祉

施設や公共公益施設な

どへの移動が多くある 
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⑤依佐美中学校区（人口：24,066 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・他地域と比べ、代表交通手段の公共交

通（鉄道・バス）割合が最も高い。 

・公共交通カバー率が高いにもかかわら

ず、高齢者の免許返納意向が低く自動

車に頼っている状況も見られます。 

・刈谷駅周辺への移動ニーズが高い。ま

た、JR 東海道本線より北方面への移動

需要が低い。 

・地域内の医療・商業・福祉施設や公共

公益施設などへの移動があります。 

 

人口密度 ５位（25.2人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） ５位（21.2％） 

公共交通カバー率 ３位（78.3％） 

高齢者の免許返納意向 ５位（16.7％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） ４位（62.5％） 

公共交通（鉄道・バス） １位（22.0％） 

徒歩・自転車 ４位（10.3％） 

鉄道の満足度※ ２位（38.2％） 

バスの所要時間の満足度※ ４位（12.5％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ ３位（19.1％） 

 

  ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

刈谷駅周辺への移動が

多くある 

地域内の医療・商業・福祉施

設や公共公益施設などへの移

動がある 
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⑥朝日中学校区（人口：25,261 人） 

■地域の公共交通の特性 ■地域の特徴 ※順位は市内６地域中のもの 

・公共交通カバー率が高いが代表交通手

段の自動車が最も高くバスの所要時

間の満足度が低い状況にあります。 

・刈谷駅周辺への移動ニーズが高い。ま

た、JR 東海道本線より北方面への移動

需要が低い。 

・地域内や近隣の医療・商業・福祉施設

や公共公益施設などへの移動があり

ます。 

・刈谷駅への主要な道路である県道岡崎

刈谷線の交通渋滞からタクシー需要

が低い傾向にあります。 

人口密度 １位（46.4人/ha） 

高齢者比率（低い方が上位） ４位（19.0％） 

公共交通カバー率 ２位（86.8％） 

高齢者の免許返納意向 ４位（24.1％） 

代表交通手段の割合 

 自動車（低い方が上位） ６位（68.8％） 

公共交通（鉄道・バス） ４位（19.7％） 

徒歩・自転車 ６位（4.5％） 

鉄道の満足度※ ３位（33.1％） 

バスの所要時間の満足度※ ５位（11.6％） 

タクシーの利用しやすさ満足度※ ５位（11.6％） 

 

  ※満足度＝「満足」＋「やや満足」と回答した割合 

地域内や近隣の医療・商業・

福祉施設や公共公益施設など

への移動がある 

刈谷駅周辺への移動が

多くある 
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地域別特性のまとめ 

 

【各地域共通の交通特性】 

●各地域に医療・商業・福祉施設や公共公益施設等が立地しており、日常生活圏が構築され 

ていることから、地域内の移動ニーズが高い 

●市役所や刈谷豊田総合病院等の主要な公共公益施設等が集積する「刈谷駅周辺」への移動 

ニーズが高い 

●JR 東海道本線を跨ぐ移動は少なく、南側から北側への移動需要は低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域別特性のまとめ 
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７ 本市の公共交通の課題 

 
課題① 持続可能な旅客運送サービスの提供 

●市民の移動ニーズや公共交通を必要とする世代（高齢者等）の増加、運転手の担い手不

足などの課題を踏まえ、鉄道やバス、タクシー、地域内交通などの各種交通手段の最適

な機能分担により、効果的・効率的な公共交通サービスを提供する必要があります。 

●今後は生産年齢人口の減少や高齢化の進展により、地域社会の活力低下が懸念されます。

公共交通は地域をつなぎ、健康、福祉、商業、環境など様々な分野で効果があることが

見込まれ、地域社会を支え発展させる必要な社会インフラとして、公共交通の持続的な

経営を維持していく必要があります。 

課題② 市内の各地域から刈谷駅周辺への移動のしやすさの確保 

●市の中心部である刈谷駅周辺は、市役所や刈谷豊田総合病院などの医療・商業・福祉施

設や公共公益施設などが集積する本市の都市拠点であり、市内の各地域からの移動ニー

ズが最も高くなっています。そのため、将来都市構造の実現に向けた市内の各地域から

刈谷駅周辺に移動しやすい公共交通ネットワークを形成する必要があります。 

●名鉄バス刈谷・愛教大線は利用者が減少しており、減便などの措置が講じられています。

また、「かりまる」東境線及び西境線と並行して運行していることから、最適な機能分担

を図るため、市民の移動ニーズを踏まえながらバス事業者と連携してバス交通の一体的

な再編が必要となります。 

課題③ 地域の生活圏内の移動のしやすさの確保 

●市内の６つの中学校区が各地域の生活圏となっており、各地域内の医療・商業・福祉施

設や公共公益施設などへの移動ニーズが見られることから、様々な交通手段を最適に組

み合わせながら、各生活圏内の移動を支える公共交通ネットワークを形成する必要があ

ります。 

課題④ 公共交通（鉄道・バス）でカバーできていない地域への対応 

●市内各方面へ鉄道、バス、タクシーなどの公共交通が運行していますが、地域によって

は公共交通（鉄道・バス）でカバーしきれていない状況にあります。特に富士松中学校

区では公共交通カバー率が他地域に比べ低く、タクシーが利用しづらい状況にあり、地

域差が生じています。そのため、行政・交通事業者・市民らが協力しながら、公共交通

（鉄道・バス）でカバーできていない地域への対応が求められます。 

●狭小道路などで大型バスの走行が困難な地域があり、移動手段に困っている地域が点在

していることから、地域の特性に合った交通を検討する必要があります。 

課題⑤ 衣浦定住自立圏をはじめとした隣接市町への移動ニーズの対応 

●本市からは、知立駅やイオンモール東浦、藤田医科大学病院などへの移動ニーズがあり

ます。また、市内には知立市「ミニバス」、高浜市「いきいき号」、東浦町「う・ら・ら」、

安城市「あんくるバス」が乗り入れており、今後も衣浦定住自立圏や隣接市町への移動

ニーズを踏まえ、隣接市町と連携した公共交通ネットワークの形成が求められます。 

課題⑥ 公共交通の利用のしやすさの向上 

●公共交通の利用のしやすさを向上するため、利用しやすい交通手段の導入や分かりやすい

情報発信、交通結節機能となる拠点の強化、待合環境の改善などの充実が求められます。 

●「かりまる」については、長い所要時間の解消や遅延の解消を図る必要があります。 

●高齢者・障害者・子育て世帯・外国人などをはじめとして、誰もが使いやすい公共交通

機能の充実が求められます。 
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第４章 地域公共交通の基本的な方針 
 
１ 計画の基本的な方針 

  上位・関連計画で示される将来像や基本理念などを踏まえるとともに、本市の地域特性や

公共交通の課題を踏まえ、本計画の基本方針と基本方針に基づく目標を設定します。 

 
計画の基本方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■まちの価値を高める公共交通の充実 

 
 
 

市民の暮らしを支え、交流を促し活気を創出する公共交通の実現 

【計画の基本方針】 

誰もが公共交通を利用して気軽におでかけでき、市民の暮らしを支えるとと

もに、人と人との交流が生まれ、子育て環境の充実や健康増進、地域経済の発

展の向上など活気とにぎわいを創出し、まちの価値を向上できるよう、市民・

事業者・行政と共に創り支え合う利便性・快適性の高い持続可能な公共交通体

系の実現をめざします。 
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計画の目標 
 

目標１ 市民の移動ニーズを踏まえた公共交通 

   ●多様な交通手段の組み合わせによる公共交通体系の構築 

●各地域拠点から刈谷駅周辺への移動しやすい南北幹線及び地域路線ネットワークの構築 

   ●各地域の生活圏内を移動しやすい地域内交通ネットワークの充実 

   ●近隣市町のコミュニティバスなどと連携した広域的ネットワークの充実 

 

目標２ 市民・来訪者が便利に使い続けられる公共交通 

   ●待合環境・乗継環境の改善による利便性の向上 

●誰もが利用しやすい公共交通環境の充実 

●公共交通に関する積極的な情報提供 

   ●ICT などの新技術も活用した MaaS の推進 

 

目標３ 市民・事業者・行政が共に創り支え合う持続可能な公共交通 

   ●公共交通の利用促進に向けた意識啓発 

●市民や事業者との連携による公共交通の充実 

   ●バリアフリーの推進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■本市の公共交通の課題と基本方針・目標との関係 
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２ 将来の公共交通ネットワーク 

  将来都市構造を支える公共交通軸となる持続可能で利便性・快適性の高い公共交通ネット

ワークを構築するため、交通手段別の位置づけとネットワークのイメージを以下のように定

めます。なお、公共交通ネットワークについては、事業の進捗状況などに応じて段階的に見

直しを行うものとします。 

 

■移動手段別の位置づけ 

幹

線

交

通 

鉄 道 

【JR 東海道本線・名鉄名古屋本線】 

●地域公共交通の幹線軸（東西軸）に位置づけ 

【名鉄三河線】 

●地域公共交通の幹線軸（南北軸）に位置づけ 

幹線バス路線  
●市北部と刈谷駅周辺を結ぶ幹線軸（南北軸）として位置づけ 

 （北部地域の生活圏と幹線道路の状況を踏まえ２路線で設定） 

隣接市町連絡路線 ●隣接市町への連絡路線として位置づけ 

生

活

交

通 

地域路線 

支線バス 

路線 

●各地域と刈谷駅周辺を結ぶ路線として 

位置づけ 

●生活圏域がつながる隣接市町への連絡路線と

して位置づけ 

地域内交通 

●各中学校区程度の範囲毎に、日常圏内の移動支

援を行うものとして位置づけ 

例：デマンド交通等 

※運行形態については、地域の実情に応じて設定 

タクシー ●個々の様々な移動手段として位置づけ 

その他の移動手段 ●必要に応じて多様な交通手段（企業バス等）の活用も検討 
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■公共交通ネットワーク 
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第５章 目標を達成するために行う施策と実施主体 
 
１ 目標を達成するために行う施策と実施主体の体系 

  本市がめざす「市民の暮らしを支え、交流を促し活気を創出する公共交通の実現」に向け

て、以下のような施策に取り組みます。 

基本方針 基本目標 実施施策 実施主体 

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
⺯
交
流
を
促
し
活
気
を
創
出
す
る
公
共
交
通
の
実
現 

【目標１】 

市民の移動ニーズを 

踏まえた公共交通 

① 鉄道の運行維持と機能向上 交通事業者 

② 路線バスの維持・充実 刈谷市/交通事業者 

③ 
「かりまる」の充実・再編・ 

運行体系の見直し 
刈谷市/交通事業者 

④ 
デマンド交通等の 

地域内交通の導入 

刈谷市/交通事業者 
民間企業 

⑤ 
隣接市町との連携強化による 

広域的ネットワークの維持・充実 

刈谷市/隣接市町 
交通事業者 

【目標２】 

市民・来訪者が 

便利に使い続けられる 

公共交通 

① 
様々な交通の乗継拠点の 

機能強化 
刈谷市/交通事業者 

② 
共創による付加価値を高めた公

共交通サービスの提供 
刈谷市/交通事業者 

③ バス停待合環境の改善 
刈谷市/交通事業者 
民間企業 

④ 分かりやすい情報の提供 刈谷市/交通事業者 

⑤ 
ユニバーサルデザインに配慮 

したタクシー車両の導入 
刈谷市/交通事業者  

⑥ 高齢者・障害者への移動支援 刈谷市/交通事業者 

⑦ 新技術の活用・導入検討 
刈谷市/交通事業者 
民間企業 

【目標３】 

市民・事業者・行政が 

共に創り支え合う 

持続可能な公共交通 

① 
市民・交通事業者と共に創る公共

交通の実現 

刈谷市/市民 
交通事業者 

② 
企業通勤者の公共交通の 

利用促進 
刈谷市/民間企業 

③ 
市民・事業者と共に創る 

地域内交通の導入検討 

刈谷市/市民/民間 
企業/交通事業者 

④ 
公共交通を活用したおでかけ 

機会の創出 

刈谷市/市民 
交通事業者 

⑤ 
バス・タクシーの 

乗務員確保の支援 
刈谷市/交通事業者 

⑥ バリアフリー教育の実施 
刈谷市/市民 
交通事業者 
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２ 実施する施策と実施主体 
 
【目標１】市民の移動ニーズを踏まえた公共交通 

 
施策①  

    

 鉄道の運行維持と機能向上 

 
 
 
 
 
 
 
 

施策②  
    

 路線バスの維持・充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

施策③  
    

 「かりまる」の充実・再編・運行体系の見直し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市民や来訪者の市内外の重要な移動手段として

東西の幹線軸である JR 東海道本線及び名鉄名

古屋本線、南北の幹線軸である名鉄三河線の鉄

道の運行の維持及び刈谷駅の機能向上に取り組

みます。 

 

【実施主体】交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

JR 刈谷駅等の写真を掲載予定 

・北部地域と刈谷駅周辺をつなぐ幹線バス路線で

ある名鉄バス刈谷・愛教大線は、「かりまる」

との機能分担を図りながら、バス事業者と連携

して利便性の向上に向けた運行の見直し・改善

を図ります。 

・将来都市構造の幹線軸である名鉄バス愛教大線

は、バス事業者と連携して運行サービスの維

持・充実に取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

 

刈谷・愛教大線の 

写真等を掲載予定 

・市全域で運行している「かりまる」は、市民の

日常生活に身近なコミュニティバスとして運行

し、持続可能な公共交通機能としての充実を図

るため、地域の移動需要や特性に応じたバス路

線の再編や有料化の検討も含めた運行体系の見

直しを行います。 

・各地域から刈谷駅周辺への移動しやすさを実現

するとともに、北部地域においては、名鉄バス

刈谷・愛教大線との機能分担を図りながら幹線

バス路線の再編に取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

「かりまる」の 

写真等を掲載予定 
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施策④  
    

 デマンド交通等の地域内交通の導入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策⑤  
    

隣接市町との連携強化による広域的ネットワークの維持・充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・地域の特性に応じた日常生活の移動に対応する

ため、多様な交通手段を検討し、地域内交通の

充実を図ります。 

・市内で特に高齢化率が高く、他地域に比べ公共

交通カバー率が低い北部地域に対して、市民の

移動手段を確保するため、地域の生活圏を中心

に個別の移動ニーズに柔軟に対応できるデマン

ド交通等の導入を検討します。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

      民間企業 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

「デマンド交通」の 

写真等を掲載予定 

「小型バス導入事例」の 
写真等を掲載予定 

・隣接市町との連携を強化し、バスや様々な交通

手段を活用して移動しやすい広域的ネットワー

クの維持・充実を図ることで、利用者の利便性

の向上を図ります。 

 

【実施主体】刈谷市/隣接市町 

交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

隣接市町コミバスの 

写真等を掲載予定 
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【目標２】市民・来訪者が便利に使い続けられる公共交通 
 

施策①  
    

 様々な交通の乗継拠点の機能強化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・幹線軸に鉄道、バス、タクシー、自転車、新たなモビリティなど様々な交通の乗継拠点

を整備し、交通結節点の強化と乗継環境の改善による利便性の向上を図ります。 

・地域拠点や生活拠点となる鉄道駅においては、様々な交通の乗継拠点となることから、

交通結節点としての機能強化を図ります。特に、刈谷駅は、市内外から多様な人々が日

常的に利用しており、「JR 刈谷駅総合改善事業」を中心に交通基盤整備及び駅機能の高

度化を進め、誰もが安全で利用しやすい交通結節点としての整備を進めます。 
・地域路線である支線バス路線と地域内交通が円滑に利用できるよう、誰もが利用しやす

い乗継拠点の整備を進めます。 

・サイクル＆バス・レールライドを可能とし、自転車と公共交通の乗継利便性を高めるた

め、主要なバス停での駐輪場整備を進めます。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

乗継拠点の 

イメージ図等を掲載予定 
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施策②  
    

 共創による付加価値を高めた公共交通サービスの提供 

 
 
 
 
 
 

 
施策③  

    

 バス停待合環境の改善 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策④  
    

 分かりやすい情報の提供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「かりまる」をはじめとした公共交通と多様な

分野をつなぎ、共創による公共交通の利用促進

や利便性向上を図ります。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

共創による公共交通サービス 

のイメージを掲載予定 

・バス停にベンチや上屋、分かりやすいバス停を

設置し、バスの待合環境の改善を図ります。 

・市内 13 箇所のバス停で設置されているバスロ

ケーションシステムモニターの維持を図るとと

もに、バス路線再編に伴い必要に応じて新たな

モニターの導入を検討します。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

民間企業 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

バスロケシステムの 

写真等を掲載予定 

・バスロケーションシステムを活用し、バスの位

置情報や到着予定時刻、運行情報などを発信す

るとともに様々な乗継検索機能を連携して情報

提供に取り組みます。 

・本市が発行する「かりまるバスガイド」をはじ

め、駅や車内サイネージ、ホームページ SNS、

アプリなどを活用し、市内の公共交通手段に関

する情報（路線・ダイヤ等）や使い方、乗継情

報、立ち寄れる施設の情報等を分かりやすく情

報発信します。 

・鉄道、バス、タクシー、自転車など様々な交通

の乗継拠点となる刈谷駅において、総合案内サ

インや吊りサイン等を活用して乗継情報などの

情報提供に取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

GTFS データ活用事例の 
写真等を掲載予定 
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出典：市民だより（令和５年３月 15 日号） 
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施策⑤  
    

 ユニバーサルデザインに配慮したタクシー車両の導入 

 
 
 
 
 
 
 
 

施策⑥  
    

 高齢者・障害者への移動支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策⑦  
    

 新技術の活用・導入検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・高齢者や障害者、子育て世代、外国人などをは

じめとして、誰もが快適に利用できる公共交通

サービスを提供するため、ユニバーサルデザイ

ンに配慮したタクシー車両の導入を継続的に推

進します。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

タクシーの UD 車両の 
写真等を掲載予定 

・本市は、高齢者や障害者の移動を支えるため、

高齢者タクシー料金助成利用券・障害者タクシ

ー利用券の交付を継続して実施します。 

・タクシー事業者は、運転免許を返納した高齢者

（70 歳以上）や障害者の方を対象とした割引

制度を継続して実施します。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

タクシー等の割引事業事例の 

写真等を掲載予定 

・各地域の課題に対応するために新技術を活用し

た MaaS や次世代モビリティ（例：自動運転、

超小型モビリティ、パーソナルモビリティ等）

等の導入を検討し、スマートシティの取組を推

進します。 

・EV（電気自動車）や FCV（燃料電池自動車）等

の新技術を活用したバス車両の導入を検討し、

環境に配慮した公共交通の提供を図ります。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者/民間企業 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

MaaS 等の事例紹介 

燃料電池バス 
（出典：トヨタ自動車ホームページ） 
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【目標３】市民・事業者・行政が共に創り支え合う持続可能な公共交通 
 

施策①  
    

 市民・交通事業者と共に創る公共交通の実現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策②  
    

 企業通勤者の公共交通の利用促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策③  
    

 市民・事業者と共に創る地域内交通の導入検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・公共交通を学ぶ機会（バス、タクシーの乗り方

教室、バスロケーションシステムの使い方等）

や意見交換会などを通じて、公共交通に関する

理解を深め、利用促進を図り、市民、交通事業

者と共に創る公共交通の実現を目指します。 

 

【実施主体】刈谷市/市民/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

公共交通の使い方教室等の 

事例写真を掲載予定 

・企業通勤者のマイカー利用抑制や自動車から公

共交通への利用転換を継続的に取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市／民間企業 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

企業の送迎バス等の 

事例写真を掲載 

・地域での移動支援等について、行政・市民・事

業者が共に考え、地域の特性に応じた地域内交

通を確保するための取組を検討します。 

 

【実施主体】刈谷市/市民/民間企業 

交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

住民主体で運営等を行う 

地域内交通の事例写真 
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施策④  
    

 公共交通を活用したおでかけ機会の創出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策⑤  
    

 バス・タクシーの乗務員確保の支援 

 
 
 
 
 
 
 
 

施策⑥  
    

 バリアフリー教育の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・公共交通は地域をつなぎ、健康や福祉、観光等

といった様々な面で効果が見込まれることか

ら、観光事業、地域主体のイベントなど他分野

と共創し、公共交通を活用したおでかけ機会の

創出を図ります。 

 

【実施主体】刈谷市/市民/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

まちづくりと連携した 

利用促進事例を掲載予定 

・バスやタクシーの運行を将来に渡って維持し続

けるため、各交通事業者と連携し、乗務員確保

の啓発などの支援に取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

運転手確保イベント等の 

事例を掲載予定 

・誰もが安心して便利に使うことができる公共交

通を持続的に維持するため、各交通事業者と共

に公共交通に関するバリアフリー教育の実施に

取り組みます。 

 

【実施主体】刈谷市/市民/交通事業者 

【実施期間】令和６年度～令和 15 年度 

バリアフリー教育の 

取組事例の紹介 
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第６章 計画の達成状況の評価 
 
１ 評価指標及び数値目標設定 

  本計画で定めた３つの目標の達成度を評価するため、評価指標及び数値目標を以下のよう

に設定します。 

評価指標① （毎年評価） 目標１ 目標２ 目標３ 

公共交通全体の年間利用者数※ 〇 〇 〇 

現状値（令和３年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

19,586 千人/年 25,161 千人/年 26,463 千人/年 

 ※鉄道駅（JR 東海道本線、名鉄名古屋本線・三河線）、名鉄バス（刈谷・愛教大線）、「かりまる」、 

  タクシー（刈谷交通、大興タクシー）の年間利用者数の合計値。 

 

評価指標② （２年に１度評価） 目標１ 目標２ 目標３ 

「公共交通が利用しやすい」と思う市民の割合※ 〇 〇  

現状値（令和４年） 中間目標値（令和９年） 目標値（令和 14 年） 

57.7％ 60.0％ 62.0％ 

 ※第８次刈谷市総合計画「重点戦略５ 安全に暮らし続けられる環境の整備」の評価指標及び令

和 14 年の数値目標。 

 

評価指標③ （毎年評価） 目標１ 目標２ 目標３ 

かりまる利用者のバスロケーションシステムのアクセス数   〇 〇 

現状値（令和４年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

1.575 回/人 1.644 回/人 1.701 回/人 

 ※かりまる利用者１人あたりのバスロケーションシステムへのアクセス数。 

  

評価指標④ （毎年評価） 目標１ 目標２ 目標３ 

公共交通に関する多様な主体との連携による取組件数※   〇 

現状値（令和４年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

7 件/年 8 件以上/年 9 件以上/年 

 ※中学校区別の意見交換会やバスの乗り方教室等の公共交通に関する取組件数。 

 

評価指標⑤ （２年に１度評価） 目標１ 目標２ 目標３ 

公共交通機関の利用を心掛けている市民の割合※   〇 

現状値（令和４年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 14 年） 

36.1％ 43.1％ 50.0％ 

 ※第８次刈谷市総合計画「道路・交通」分野の評価指標及び令和 14 年の数値目標。 
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また、計画の見直し時期においては、以下の評価指標についても検証し、目標の達成度を

評価します。 

参考指標① （５年程度に１回） 目標１ 目標２ 目標３ 

普段の外出での公共交通の利用割合※  〇 ○ 

現状値（令和３年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

20.4％ 25.4％ 29.0％ 

 ※令和３年度実施の「公共交通に関する市民アンケート」より、普段の外出で公共交通（鉄道、

バス、タクシー）を利用している市民の割合。 

 

参考指標② （５年程度に１回） 目標１ 目標２ 目標３ 

公共交通手段別の不満度※ 〇 〇  

現状値（令和３年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

鉄 道 9.9％ 鉄 道 9.4％ 鉄 道 9.1％ 

バ ス 14.0％ バ ス 13.4％ バ ス 12.9％ 

タクシー 11.6％ タクシー 11.1％ タクシー 10.7％ 

 ※令和３年度実施の「公共交通に関する市民アンケート」より、鉄道、バス、タクシーの総合

評価（不満＋やや不満）の割合。 

 

参考指標③ （５年程度に１回） 目標１ 目標２ 目標３ 

主な乗継拠点におけるバスの乗降者数※ 〇 〇  

現状値（令和３年） 中間目標値（令和 10 年） 目標値（令和 15 年） 

刈谷駅 851 人/日 刈谷駅 1,025 人/日以上 刈谷駅 1,150 人/日以上

刈谷市駅 60 人/日 刈谷市駅 75 人/日以上 刈谷市駅 85 人/日以上 

野田新町駅 42 人/日 野田新町駅 53 人/日以上 野田新町駅 60 人/日以上 

東刈谷駅 89 人/日 東刈谷駅 110 人/日以上 東刈谷駅 125 人/日以上 

富士松駅 126 人/日 富士松駅 155 人/日以上 富士松駅 175 人/日以上 

逢妻駅 18 人/日 逢妻駅 22 人/日以上 逢妻駅 25 人/日以上 

一ツ木駅 15 人/日 一ツ木駅 21 人/日以上 一ツ木駅 25 人/日以上 

小垣江駅 48 人/日 小垣江駅 58 人/日以上 小垣江駅 65 人/日以上 

総合運動公園 107 人/日 総合運動公園 132 人/日以上 総合運動公園 150 人/日以上 

 ※「かりまる」及び名鉄バス刈谷・愛教大線のバス停別乗降者数（R3 年度 OD 調査）より設定。 
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２ 計画の評価スケジュール 

  本計画の推進にあたって、各種施策の実施（Do）、評価（Check）、見直し・改善（Action）、

実施施策・計画更新（Plan）という PDCA サイクルを継続的に行い、持続可能な公共交通の構

築に向けて取り組み、計画期間中においては、以下のスケジュールに基づき各種施策を評価

します。 

■中間年次までの評価スケジュール 

 
Ｒ６ 

(2024) 

Ｒ７ 

(2025) 

Ｒ８ 

(2026) 

Ｒ９ 

(2027) 

Ｒ10 

(2028) 

各種施策の実施（Do） ● ● ● ● ● 

計画・実施施策の評価・検証（Check） 

 

利用実態調査 ● ● ● ● ● 

市民意識調査 ● ― ● ― ● 

公共交通に関する市民アンケート ― ― ― ● ― 

市民との対話（意見交換会） ● ● ● ● ● 

実施施策の評価・検証 ● ● ● ● ● 

計画の評価・検証 〇 〇 〇 〇 ● 

計画及び目標値の見直し・改善（Action） 〇 〇 〇 〇 〇 

実施施策の検討 〇 〇 〇 〇 〇 

計画の更新（中間改定）（Plan） ― ― ― ― 〇 

都市交通協議会の開催 ● ● ● ● ● 

※「●」：実施、「〇」：必要に応じて適宜実施 

■年間単位の評価スケジュール 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
※都市交通協議会の日程は適宜調整が必要 

３ 公共交通に関する施策の進捗管理 

  本計画で掲げる各種施策、前述の評価スケジュールに基づき、「刈谷市都市交通協議会」にて、

定期的に計画の進捗状況及び各種施策の実施内容について協議した上で取り組みます。 
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  資料編 数値目標の設定根拠 
 
１ 数値目標の考え方 

（１）評価指標における数値目標の設定根拠 
 

評価指標①：公共交通の年間利用者数 

  ●市内の公共交通全体（鉄道、バス、タクシー）の年間利用者数は、令和元年（2019 年）

までは増加傾向が見られました。しかし、コロナ禍となった令和２年（2020 年）以降は

減少傾向が見られ、令和３年（2021 年）では 19,586 千人まで減少しています。 

  ●このような中、計画で掲げる各種施策に取り組むことで、公共交通としての利便性や快

適性を向上し、コロナ禍前と同程度の水準まで利用者数を増加させることを目指します。 

  ●数値目標は、増加傾向が見られたコロナ禍前までのトレンド推計より算出し、令和３年

（2021 年）の 19,586 千人より約 35％増の 26,463 千人を目標値に設定します。また、令

和 10 年（2028 年）の中間目標値を、現状値から目標値までの増加分を案分し、25,161 千

人に設定します。 

現状値（令和３年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 15 年） 

19,586 千人/年 25,161 千人/年  26,463 千人/年 

 

 

 

 

 

  ■公共交通全体の利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間利用者数のトレンド推計の手法】 

・市内鉄道駅（JR・名鉄）、公共施設連絡バス「かりまる」、名鉄バス、タクシー（刈谷交通、

大興タクシー）の年間利用者数の合計を実績値とし、平成 23 年（2011 年）から令和元年

（2019 年）までの実績値に対して、近似曲線を算出しトレンド推計を実施。 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

（千人）

実績値 推計値

目標値＝26,463千人/年

コロナ禍前 コロナ禍後

現況値＝19,586千人/年

実績値のピーク

＝26,969千人/年
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評価指標②：「公共交通が利用しやすい」と思う市民の割合 

  ●鉄道やバスなどの公共交通が利用しやすいと感じる市民の割合は、令和２年（2020 年）

は 60.1％でしたが、令和４年（2022 年）は 57.7％に減少しています。 

  ●このような中、各公共交通の機能向上や乗継拠点の整備などに取り組むことで、公共交

通としての利便性向上を図るとともに、誰もが便利に使うことのできる公共交通の充実

を目指します。 

  ■鉄道やバスなどの公共交通が利用しやすいと感じる市民の割合 

調査年 

回答の割合 

そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらかといえば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

令和２年 23.2% 36.9% 18.5% 20.2% 1.3% 

令和４年 21.9% 35.8% 19.0% 21.6% 1.6% 

  ●数値目標は、刈谷市市民意識調査において鉄道やバスなどの公共交通が利用しやすい（そ

う思う＋どちらかといえばそう思う）と回答した割合に対して、第８次刈谷市総合計画

と同様の考え方を踏襲し、令和９年（2027 年）の中間目標値 60.0％、令和 14 年（2023

年）の目標値を 62.0％に設定します。 

現状値（令和４年） 
 

中間目標値（令和９年）  目標値（令和 14 年） 

57.7％ 60.0％  62.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.1％ 

57.7％ 
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評価指標③：かりまる利用者のバスロケーションシステムのアクセス数 

  ●かりまる利用者のバスロケーションシステムのアクセス数（年間アクセス数を、かりま

るの年間利用者数で乗算）は、令和４年は 1.575 回/人でした。 

  ●このような中、市民だけでなく市外からの来訪者に対してもわかりやすい情報発信など

に取り組み、公共交通の利用促進を図ることで、より便利な公共交通サービスの提供を

目指します。 

  ●数値目標は、令和４年の現況値である 1.575 回/人を基準値とし、計画の目標年次である

令和 15 年（2024 年）の目標値を 1.701 回/人に設定します。また、令和 10 年（2028 年）

の中間目標値を、現状値から目標値までの増加分を案分し、1.644 回/人に設定します。 

現状値（令和４年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 15 年） 

1.575 回/人 1.644 回/人  1.701 回/人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス数の伸び率の設定】 

・評価指標②「「公共交通が利用しやすい」と思う市民の割合」における、現状値（令和４

年）から、本指標の目標年（令和 15 年）の参考値までの伸び率＝約８％ 

・公共交通の利用のしやすさには適切な情報発信が影響するとの観点から、本指標の現状値

1.575 回/人に伸び率８％を乗じて、目標値を 1.701 回/人に設定する。 

現況値（令和４年） 目標値（令和14年） 参考値（令和15年）

57.7% 62.0% 62.4%

伸び率：8.2％≒8％

1年間の増加分を

0.43％と考え加算
10年間で4.3％増加



85 

 
 

評価指標④：公共交通に関する多様な主体との連携による取組件数 

  ●本市では、多様な主体と連携した公共交通に関する取組を実施しています。令和４年

（2022 年）は、中学校区別（６学区）の市民との公共交通に関する意見交換会や、福祉・

健康フェスティバル 2022 にて子供向けの公共交通の利用促進活動を実施しました。 

  ●このような中、交通事業者や行政だけでなく、市民や民間事業者などの多様な主体が互

いに協力しながら、公共交通に関する取り組みを実施し、持続可能な公共交通の維持を

目指します。 

  ■中学校区別意見交換会の様子 

 

 

 

 

 

 

  ●数値目標は、中学校区別の公共交通に関する意見交換会を継続して実施していくことに

加えて、公共交通に関する利用促進イベントや普及啓発活動を３件/年程度実施すること

とし、年間の取組回数として９件以上/年を目標値に設定します。また、令和 10 年（2028

年）の中間目標値を、現状値から目標値までの増加分を案分し、８件に設定します。 

現状値（令和４年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 14 年） 

7 件/年 8 件以上/年  9 件以上/年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校区別意見交換会の 

写真を掲載予定 

中学校区別意見交換会の 

写真を掲載予定 
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評価指標⑤：公共交通機関の利用を心掛けている市民の割合 

  ●公共交通機関の利用を心掛けている市民の割合は、令和２年（2020 年）は 33.0％であり、

令和４年（2022 年）は 36.1％に増加しています。 

  ●このような中、市民の公共交通に対する意識を醸成することにより、実際の行動として

公共交通へ利用交通手段を転換し、過度な自動車依存からの脱却を目指します。 

  ■公共交通機関の利用を心掛けている市民の割合 

調査年 

回答の割合 

そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらかといえば

そう思わない 
そう思わない 無回答 

令和２年 17.4% 15.6% 19.8% 45.7% 1.6% 

令和４年 18.0% 18.1% 21.9% 40.0% 2.1% 

 

  ●数値目標は、刈谷市市民意識調査において公共交通機関の利用を心掛けている（そう思

う＋どちらかといえばそう思う）と回答した割合に対して、第８次刈谷市総合計画と同

様の考え方を踏襲し、令和 14 年（2023 年）の目標値を 50.0％に設定します。また、令

和 10 年（2028 年）の中間目標値を、現状値から目標値までの増加分を案分し、43.1％に

設定します。 

現状値（令和４年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 14 年） 

36.1％ 43.1％  50.0％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.0％ 

36.1％ 
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（２）参考指標における数値目標の設定根拠 

 
参考指標①：普段の外出での公共交通の利用割合 

  ●市民の普段の外出（買い物、通院等）における公共交通の利用割合は19.3％（鉄道：14.1％、

バス：5.2％、タクシー：1.1％）となっており、自動車の割合（61.7％）が高いです。 

  ●このような中、鉄道やバス、タクシーの利用環境の改善などに取り組むことにより、日

常生活における公共交通利用を促進するとともに、過度な自動車依存からの脱却を目指

します。 

 

  ■市民の交通手段分担率（公共交通に関する市民アンケート調査結果（令和３年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●数値目標は、令和３年（2021 年）に実施した公共交通に関する市民アンケート調査時の

公共交通の利用割合である 20.4％を基準値とし、計画の目標年次である令和 15 年（2024

年）の目標値を 29.0％に設定します。また、令和 10 年の中間目標値を、現状値から目標

値までの増加分を案分し、25.4％に設定します。 

現状値（令和３年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 15 年） 

20.4％ 25.4％  29.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用者割合の伸び率の設定】 

・評価指標⑤「公共交通機関の利用を心掛けている市民の割合」における、現状値（令和４

年）から、本指標の目標年（令和 15 年）の参考値までの伸び率＝約 42％ 

・公共交通機関の利用を心掛けている市民の増加は、実際に公共交通の利用転換に影響する

との観点から、本指標の現状値 20.4％に伸び率 42％を乗じて目標値を 29.0％に設定する 

20.4％ 

現況値（令和４年） 目標値（令和14年） 参考値（令和15年）

36.1% 50.0% 51.4%

伸び率：42.4％≒42％

1年間の増加分を

1.39％と考え加算
10年間で13.9％増加
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参考指標②：公共交通手段別の不満度 

  ●各公共交通に対する総合評価（不満＋やや不満）は、鉄道が 9.9％、バスが 14.0％、タ

クシーが 11.6％となっています。 

  ●このような中、各公共交通のサービスレベルの向上を図ることにより、多様化するニー

ズに対応した公共交通ネットワークの形成を目指します。 

 

  ■市民の交通手段分担率（公共交通に関する市民アンケート調査結果(令和３年度)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●数値目標は、令和３年（2021 年）に実施した公共交通に関する市民アンケート調査時の

各公共交通の総合評価である鉄道 9.9％、バス 14.0％、タクシー11.6％を基準値とし、

計画の目標年次である令和 15 年（2024 年）の目標値を、鉄道 9.1％、バス 12.9％、タク

シー10.7％に設定します。また、令和 10 年の中間目標値を、現状値から目標値までの減

少分を按分し、鉄道 9.4％、バス 13.4％、タクシー11.1％に設定します。 

現状値（令和３年） 
 

中間目標値（令和 10 年）  目標値（令和 15 年） 

鉄 道 9.9％ 鉄 道 9.4％  鉄 道 9.1％ 

バ ス 14.0％  バ ス 13.4％  バ ス 12.9％ 

タクシー 11.6％  タクシー 11.1％  タクシー 10.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【不満度の削減率の設定】 

・評価指標②「「公共交通が利用しやすい」と思う市民の割合」における、現状値（令和４

年）から、本指標の目標年（令和 15 年）の参考値までの伸び率＝約８％ 

・各公共交通の利用のしやすさの向上が公共交通の不満度の削減に影響するとの観点から、

本指標の現状値（鉄道 9.9％、バス 14.0％、タクシー11.6％）が減少するよう伸び率８％

を乗じて、目標値（鉄道 9.1％、バス 12.9％、タクシー10.7％）を設定する 

9.9％ 

14.0％ 

11.6％ 

現況値（令和４年） 目標値（令和14年） 参考値（令和15年）

57.7% 62.0% 62.4%

伸び率：8.2％≒8％

1年間の増加分を

0.43％と考え加算
10年間で4.3％増加
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参考指標③：主な乗継拠点のバス停の乗降者数 

  ●主な乗継拠点におけるバスの利用者数は、本市の中心的な乗継拠点である刈谷市が 851

人と最も多く、次いで富士松駅が 126 人、総合運動公園が 107 人となっています。 

  ●このような中、都市計画マスタープランや立地適正化計画と連携しながら、乗継拠点の

機能強化やバス停の待合環境の改善に取り組むことにより、様々な交通手段を組み合わ

せて利用できる公共交通環境の構築を目指します。 

  ●数値目標は、令和３年に実施した OD 調査時の各バス停の利用者数を基準値として、現状

値に評価指標①にて設定する伸び率（約 35％）を踏まえつつ、刈谷市都市計画マスター

プランにおいて様々な拠点としての位置づけられていることを考慮し、目標値を以下の

ように設定します。また、令和 10 年の中間目標値を、現状値から目標値までの増加分を

按分し設定します。 

 

■都市計画マスタープランの拠点の位置づけと主な乗継拠点におけるバスの乗降者数及び目標値 

バス停名 

都市計画マスター 

プランの拠点の 

位置づけ 

現状値 

（令和３年）

 
中間目標値 

（令和 10 年） 

目標値 

（令和 15 年） 

刈谷駅 都市拠点 851 人/日 ➡ 1025 人/日以上 1150 人/日以上 

刈谷市駅 都市拠点 60 人/日 ➡ 75 人/日以上 85 人/日以上 

野田新町駅 地域拠点 42 人/日 ➡ 53 人/日以上 60 人/日以上 

東刈谷駅 地域拠点 89 人/日 ➡ 110 人/日以上 125 人/日以上 

富士松駅 地域拠点 126 人/日 ➡ 155 人/日以上 175 人/日以上 

逢妻駅 生活拠点 18 人/日 ➡ 22 人/日以上 25 人/日以上 

一ツ木駅 生活拠点 15 人/日 ➡ 21 人/日以上 25 人/日以上 

小垣江駅 生活拠点 48 人/日 ➡ 58 人/日以上 65 人/日以上 

総合運動 

公園 

スポーツ・ 

レクリエーション拠点 
107 人/日 ➡ 132 人/日以上 150 人/日以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用者数の伸び率などの設定】 

・評価指標①「公共交通の年間利用者数」における、基準値（令和３年）から目標値（令和

15 年）までの伸び率＝約 35％ 

・公共交通全体の利用者の増加に合わせて、バスの利用者も増加するとの観点から、伸び率

を 35％とする 

・各乗継拠点が都市計画マスタープランにおいて様々な拠点として位置づけられており、今

後もさらなる利用促進を図る必要があることから、本指標の現状値に伸び率 35％を乗じ

た数値以上の利用者の増加を、目標値として設定する 


